
Taketa Public Relations 　　　No.27

龍吟池（おたまや公園）（竹田・城北町）

広報たけた竹
田
2007

6



広報たけた 平成19年6月号 2

　

竹
田
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
民

の
皆
様
が
休
日
や
夜
間
等
に
急
病

に
な
っ
た
場
合
に
備
え
、「
竹
田

市
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
竹
田
医
師
会
病
院
に
診
療
を

委
託
し
て
き
ま
し
た
。

　

竹
田
医
師
会
病
院
は
今
日
ま
で

長
い
間
、
い
つ
で
も
救
急
診
療
が

で
き
る
病
院
と
し
て
、
ま
た
地
域

の
中
核
病
院
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
て
お
り
、
市
民
の

安
心
と
期
待
の
も
と
に
診
療
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
も
地
域
医

療
を
担
う
医
師
の
不
足
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
竹
田
医
師

会
病
院
に
お
い
て
も
内
科
医
の
確

保
が
困
難
と
な
り
、
救
急
患
者
に

対
応
で
き
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
非
常
に
深
刻
な
事
態
に

対
し
、
市
で
も
様
々
な
分
野
に
働

き
か
け
を
し
な
が
ら
現
状
維
持
に

向
け
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
実
現
は
非
常
に
厳
し
く
、

６
月
か
ら
急
患
へ
の
対
応
を
変
更

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
竹
田
医
師
会
病
院
で
も
、

そ
の
日
の
体
制
や
病
状
に
よ
っ
て

救
急
診
療
が
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
原
則
と
し
て
６
月
１
日

か
ら
左
の
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
た
対

応
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
不
安
を
与
え
、

ま
た
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
救
急

医
療
体
制
の
整
備
を
市
の
最
重
点

課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
体
制
の

回
復
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
お
問
い
合
せ

　

健
康
増
進
課

　

☎
63-

４
８
１
０

●●●竹田市医師会からのお知らせ●●●
　ニュースや新聞での報道でご存知のことと思い
ますが、全国的に医師不足の状態であり、多くの
病院が閉院・休診に追い込まれています。
　竹田医師会病院も例外ではなく、この度、大分
大学医学部附属病院からの内科医師派遣中止が決
定されました。また、院長先生も退職されること
となり、１年前は４人いた内科医が１人となりま
す。そのため、６月以降は現状の診療体制を維持
することが困難になりました。現在、市・県・医
師会が協力し、内科医確保のために最大限の努力
をしておりますが、内科医が見つかるまでの間、内科入院、内科外来、救急・時間外診療を制限せ
ざるを得ません。
　市民の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、外科、整形外科、小児科については、外来と入院共に従来通り診察をいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹田市医師会　会長　加藤一郎

６月１日から
救急医療体制が変わります
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６月１日からの救急医療体制
急病の場合の対応
　基本的には、かかりつけの医師の判断によることが多くなりますので、日頃から医師の指
示をよく守り、夜間や休日に病院へ行かなくても済むように次のことに心がけてください。

・かかりつけ医のいない方は市内にかかりつけ医をつくることをお勧めします。
・日頃からかかりつけ医と病状が悪くなったときの対応について相談しておきましょう。
・昼間から体調が悪い方は、我慢せず医療機関が開いている時間内に受診してください。
・夜間に発熱等の症状が出る可能性のある方は、事前にかかりつけ医から常備薬を処方して
　もらい、夜間に医療機関を受診しなくても済むように対応をしておくことをお勧めします。

症状が重い場合は
救急車を呼んでください。

電話：119
　落ち着いて所在地と主な症状等
を連絡してください。消防署で連絡
を受けながら、救急車が出場します
のであわてなくても大丈夫です。

かかりつけ医と連絡をとっ
て搬送先を決めます。

家族が運転する車などで

受診するとき

かかりつけ医に連絡をし、
指示に従ってください。

●お問い合せ　健康増進課　☎ 63 ‒ 4810（平日８:30 ～ 17:00）
　　　　　　　竹田市消防署　☎ 63 ‒ 0119

・市内の医療機関（医師が不在の場合もあります）
　電話番号は「いきいきたけた情報カレンダー」の裏表紙にも掲載しています。

・大分県立三重病院（豊後大野市三重町）　　☎0974-22-7700

・大分県立病院（大分市豊饒）　　　　　　　☎097-546-7111

・大分大学医学部附属病院（由布市挾間町）　☎097-549-4411

・公立おがた総合病院（豊後大野市緒方町）　☎0974-42-3121
　※休日・夜間は、かかりつけの場合及び紹介があった場合のみ診療

医療機関一覧

かかりつけ医がいる場合

かかりつけ医がいない場合

症状等を考慮し、搬送先を
決めます。

下記の医療機関に連絡して
から、受診してください。

かかりつけ医がいる場合

かかりつけ医がいない場合
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み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害

　

竹
田
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
生
命
、
身
体
や
財
産
を
災
害
か
ら

守
る
た
め
、
災
害
の
予
防
対
策
、
応
急
対
策
、
復
旧
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

梅
雨
、集
中
豪
雨
、台
風
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
の
で
、今
月
は
が
け

崩
れ
、土
石
流
、地
す
べ
り
等
の
土
砂
災
害
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

が
け
崩
れ

　

雨
や
地
震
等
の
影
響
で
、
急
激

に
斜
面
が
崩
れ
落
ち
る
現
象

  

土
石
流

　

山
や
川
の
石
や
土
砂
が
、
集
中

豪
雨
等
で
一
気
に
流
れ
落
ち
る
現

象

  

地
す
べ
り

　

雨
等
の
水
が
地
下
に
浸
み
込

み
、
斜
面
が
断
続
的
に
滑
り
出
す

現
象

　

前　

兆

　

が
け
や
斜
面
に
割
れ
目
が
見
え

る
・
水
が
湧
き
出
る
・
小
石
が
パ

ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る
・
木
の
根
が

切
れ
る
等
の
音
が
す
る

　

前　

兆

　

山
鳴
り
が
す
る
・
雨
が
や
ま
な

い
の
に
川
の
水
位
が
下
が
る
・
急

に
川
が
濁
り
流
木
が
混
ざ
る
・
ゴ

ム
の
焼
け
る
に
お
い
が
す
る

　

前　

兆

　

地
面
に
ひ
び
が
で
き
る
・
沢
や

井
戸
の
水
が
濁
る
・
斜
面
か
ら
水

が
吹
き
出
す
・
家
や
よ
う
壁
に
亀

裂
が
入
る

土
砂
災
害
の
特
徴
と
前
兆

　

災
害
が
予
測
さ
れ
る
と
き
や
発

生
し
た
と
き
は
、市
役
所
内
に
「
災

害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
情

報
収
集
、
被
害
調
査
、
災
害
復
旧

な
ど
に
当
た
り
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
個
々
の

要
望
に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
り
ま
す
の
で
、
地
域
で
協
力
し

合
い
、
消
火
活
動
や
救
助
活
動
に

当
た
り
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
非
常
時
に
備
え
、
普
段

か
ら
防
災
用
品
の
準
備
・
点
検
を

行
い
、
災
害
が
起
き
た
と
き
の
対

応
や
避
難
場
所
に
つ
い
て
各
家
庭

で
確
認
を
す
る
な
ど
の
心
構
え
が

大
切
で
す
。

◇
非
常
用
品
を
備
え
て
お
こ
う

　

災
害
に
備
え
る
非
常
用
品
は
、

緊
急
避
難
の
と
き
に
持
っ
て
逃
げ

る
「
非
常
持
出
品
」
と
災
害
後
の

生
活
を
支
え
る
「
非
常
備
蓄
品
」

に
分
け
て
備
え
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
出
品

　

貴
重
品
、
水
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、

ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
予
備
の
電

池
な
ど
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

非
常
備
蓄
品

　

非
常
食
品
、
生
活
用
品
、
燃
料

な
ど
の
非
常
備
蓄
品
は
、
最
低
３

日
分
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

１
年
に
１
回
、
定
期
的
な
入
れ
替

え
や
補
充
も
大
切
で
す
。
非
常
用

品
は
、
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
場
所
に

置
き
ま
し
ょ
う
。

◇
避
難
や
災
害
時
の
連
絡
方
法
に

　

つ
い
て
確
認
し
よ
う

家
族
防
災
会
議

　

役
割
分
担
、
避
難
場
所
は
ど
こ

か
、
避
難
場
所
ま
で
の
道
順
、
家

族
と
の
連
絡
方
法
な
ど
を
家
族
全

員
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル　

１
７
１

　

災
害
に
よ
っ
て
電
話
が
通
じ
な

く
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」
を

覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
録
音
方
法
）

１
７
１
＋
１
＋
自
分
の
家
の
電
話

番
号
な
ど

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
再
生
方
法
）

１
７
１
＋
２
＋
自
分
の
家
の
電
話

番
号
な
ど

◇
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
守
ろ
う

自
主
防
災
組
織

　

地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

防
災
訓
練

　

地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
に

は
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

台風 14 号土砂災害 (H17.9)
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◇
情
報
を
集
め
ま
し
ょ
う

　

日
頃
か
ら
災
害
に
関
す
る
知
識

や
情
報
を
取
得
し
て
、
も
し
も
の

と
き
は
信
頼
で
き
る
情
報
を
元
に

速
や
か
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
無
線

　

一
番
身
近
な
情
報
で
す
。
避
難

　

勧
告
等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

　

天
気
予
報
や
地
震
情
報
に
注
意

　

し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

大
分
県
が
雨
量
や
河
川
水
位
、

　

土
砂
災
害
情
報
を
提
供
し
て
い

　

ま
す
。

○
雨
量
・
河
川
水
位

　

http://river.pref.oita.jp/

　

携
帯
サ
イ
ト

　

http://river.pref.oita.jp/m
obile/

○
土
砂
災
害

　

http://sabo.pref.oita.jp/dosya/

　

index.htm
l

 

土
砂
災
害
警
戒
情
報

　

大
分
県
で
は
、
大
雨
警
報
を
発

令
し
て
い
る
地
域
の
中
で
土
砂
災

害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
高
ま
っ
た

時
点
で
、
当
該
市
町
村
に
「
土
砂

災
害
警
戒
情
報
」
を
発
表
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
県
と
大
分
地
方
気
象

台
が
共
同
で
発
表
す
る
も
の
で
、

市
町
村
で
の
避
難
勧
告
発
令
や
住

民
の
自
主
避
難
の
目
安
に
し
て
も

ら
い
、
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
の

防
止
・
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
県
で
は
、
こ
の
情
報
を

補
足
す
る
も
の
と
し
て
、
土
砂
災

害
危
険
度
判
定
図
を
県
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
県

下
を
５
㌔
格
子
単
位
に
区
切
っ
た

２
６
４
区
画
で
、
実
況
雨
量
・
予

測
雨
量
を
用
い
て
危
険
度
を
判
定

し
、
何
時
間
後
に
危
険
基
準
を
超

過
す
る
か
を
４
段
階
の
レ
ベ
ル
に

色
分
け
し
て
表
示
し
ま
す
。

　

県
土
の
約
70
％
を
中
山
間
地
が

占
め
て
い
る
当
県
で
は
、
平
成

17
年
に
は
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
死

者
・
行
方
不
明
者
が
合
わ
せ
て
９

人
発
生
し
ま
し
た
。
県
と
し
て
は
、

大
雨
等
に
よ
る
人
的
被
害
を
で
き

る
だ
け
防
止
・
軽
減
す
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
に
努
め
て

い
ま
す
。

農
地･

農
業
用
施
設
災
害

　

災
害
発
生
か
ら
復
旧
工
事
完
了
ま
で

　

災
害
に
よ
り
農
地
・
農
業
用
施

設
が
被
害
に
あ
っ
た
場
合
の
手
続

き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
災
害
発
生
・
被
害
報
告

　

24
時
間
雨
量
80 
㍉
以
上
又
は
１

時
間
雨
量
20
㍉
以
上
の
場
合
が
、

災
害
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

災
害
対
象
と
な
っ
た
と
き
は
防

災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

農
地
、
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧

事
業
を
希
望
す
る
人
は
報
告
期
限

内
（
発
生
か
ら
３
日
以
内
）
に
、

各
居
住
地
担
当
課
ま
で
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。
電
話
連
絡
で
も
結
構

で
す
。

■
現
地
調
査

　

職
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で

必
ず
本
人
が
立
ち
会
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
境
界
等
は
申
請
人
の

責
任
に
お
い
て
明
確
に
し
て
く
だ

さ
い
。

■
災
害
復
旧
申
請

　

農
地
は
桃
色
、
農
業
用
施
設
は

黄
色
の
申
請
書
を
測
量･
設
計
費

用
の
１
万
円
と
あ
わ
せ
て
各
担
当

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、
測
量･

査
定･

実
施
設

計
・
復
旧
工
事
等
が
行
わ
れ
ま
す

（
国
の
予
算
の
都
合
に
よ
り
、
順

次
発
注
し
ま
す
。
災
害
復
旧
は
３

年
間
で
実
施
し
ま
す
）。

■
注
意

　

農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復

旧
に
つ
い
て
、施
設
（
農
道
・
橋
梁
・

水
路
・
頭
首
工
・
た
め
池
・
揚
排

水
機
場
等
）
の
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
る
施
設
で
な
い
と
対
象
と
な

ら
な
い
（
採
択
し
な
い
）
と
の
通

知
が
農
林
水
産
省
か
ら
あ
り
ま
し

た
。
適
正
な
維
持
管
理
が
行
わ
れ

て
い
る
農
業
用
施
設
の
要
件
を
次

に
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
、
農
業

用
施
設
に
つ
い
て
は
十
分
な
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

̶

管
理
要
件̶

　

定
期
的
な
草
刈
り
・
泥
上
げ
・

点
検
及
び
補
修
等
の
作
業
に
つ
い

て
、

①
水
路
・
農
道
に
つ
い
て
は
作
業

　

日
報
及
び
作
業
の
記
録
写
真
等

　

が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
頭
首
工
・
た
め
池
等
の
施
設
に

　

つ
い
て
は
管
理
・
点
検
台
帳
及

　

び
管
理
作
業
の
記
録
写
真
等
が

　

整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
日
報
・
管
理
記
録
等
は
毎
年
度

　

分
保
管
し
て
お
く
こ
と
。

※
な
お
、
維
持
管
理
記
録
（
日
報

　

及
び
写
真
等
）
は
災
害
申
請
時

　
（
査
定
時
）
に
必
ず
提
出
し
て

　

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
日

　

頃
か
ら
整
理
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
災
害
復
旧
の
申
請
を
し
た
ら
、

　

事
業
を
途
中
で
中
止
す
る
こ
と

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

・
災
害
復
旧
費
用
が
40
万
円
未
満

　

の
場
合
は
、
事
業
の
対
象
と
な

　

り
ま
せ
ん
。

・
水
管
理
が
悪
い
た
め
被
災
す
る

　

場
合
が
見
ら
れ
ま
す
。
大
雨
の

　

時
は
必
ず
落
水
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

特
に
復
旧
工
事
後
１
年
未
満

　

の
箇
所
は
耕
起
や
水
管
理
に
十

　

分
注
意
し
て
、
再
び
被
災
し
な

　

い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

耕
地
課

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
　
（
内
線
２
７
７
）

　

荻
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
68‒

２
２
１
６

　

久
住
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
76‒

１
１
１
５

　

直
入
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
75‒

２
２
１
８

大分県土砂災害情報提供システム
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竹
田
市
の
財
政
状
況

　

国
内
の
景
気
は
緩
や
か
に
上
昇

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
態
は
企

業
の
設
備
投
資
等
が
け
ん
引
す
る

も
の
で
、
地
方
経
済
は
未
だ
低
迷

し
て
い
ま
す
。
竹
田
市
の
財
政
状

況
も
三
位
一
体
改
革
の
影
響
を
受

け
、
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
健
全
な
財
政
運
営
に
配
慮
し
、

徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
や

行
財
政
運
営
の
効
率
化
等
に
よ
り

歳
出
の
抑
制
を
図
る
等
、
竹
田
市

行
財
政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画

に
沿
っ
て
、
よ
り
一
層
の
財
政
運

営
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

平
成　
年
度
決
算
見
込
み

　

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計

の
決
算
見
込
額
は
、
歳
入
が

１
９
６
億
４
、７
０
５
万
円
、
歳

出
が
１
８
６
億
５
、０
７
３
万
円

と
な
る
見
込
み
で
、
平
成
17
年
度

決
算
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
が
14

％
程
度
、
歳
出
が
18
％
程
度
縮
小

す
る
見
込
み
で
す
。

　

縮
小
の
主
な
要
因
は
、
平
成
17

年
度
決
算
に
市
町
合
併
に
伴
う
平

成
16
年
度
の
旧
市
町
の
歳
入
歳
出

が
一
部
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
決
算
見
込
み
は
今
年
３

月
末
現
在
の
予
算
執
行
状
況
を
元

に
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
出
納

整
理
期
間
後
に
確
定
す
る
実
績
と

は
異
な
り
ま
す
。
決
算
の
報
告
は
、

あ
ら
た
め
て
決
算
確
定
後
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

財
政
課　

財
政
係

　

☎
63-

１
１
１
１

　
（
内
線
２
３
１
・
２
３
２
）

18

■一般会計決算見込み（3月末現在）

歳 入
196億4,705万円

市税
18億5,563万円
（9.4%）

歳 出
186億5,073万円

地方譲与税
5億655万円
（2.6%）

地方消費税交付金
2億6,920万円
（1.4%）

地方特例交付金
4,280万円
（0.2%）

地方交付税
79億8,870万円
（40.7%）

分担金及び負担金
3億5,766万円
（1.8%）

使用料及び手数料
2億5,017万円
（1.3%）

国庫支出金
11億6,075万円
（5.9%）

繰入金
5億1,923万円
（2.6%）

諸収入
3億4,039万円
（1.7%）

その他
3億1,842万円
（1.7%）

県支出金
29億8,975万円
（15.2%）

市債
30億4,780万円
（15.5%）

総務費
33億4,159万円
（17.9%）

民生費
31億4,120万円
（16.8%）

衛生費
10億6,123万円
（5.7%）

労働費
946万円
（0.1%）

農林水産業費
30億3,808万円
（16.3%）

商工費
2億4,833万円
（1.3%）

教育費
14億6,406万円
（7.8%）

土木費
9億8,444万円
（5.3%）

消防費
7億3,961万円
（4.0%）

災害復旧費
15億6,744万円
（8.4%）

公債費
28億3,938万円
（15.2%）

議会費
2億1,591万円
（1.2%）

■特別会計決算見込み（3月末現在）
　特別会計とは、一般会計に対し特定の歳入・歳出を一般の歳入・歳出と区別
して個別に処理するための会計です。竹田市では、以下の 12会計があります。

会　　　計　　　名 歳 入 額 歳 出 額
国民健康保険特別会計 36億 9,400 万円 36億 7,952 万円
老人保健特別会計 54億 7,943 万円 54億 7.943 万円
介護保険特別会計 28億 8,092 万円 27億　793 万円
同和対策事業特別会計 9,196 万円 8,608 万円
国民宿舎久住高原荘事業特別会計 4億 1,486 万円 3億 7,068 万円
国民宿舎直入荘事業特別会計 1億 1,373 万円 8,774 万円
長湯観光温泉施設等特別会計 7,400 万円 6,570 万円
畜産開発事業特別会計 1,739 万円 1,739 万円
簡易水道事業特別会計 2億　167 万円 2億　136 万円
農業集落排水事業特別会計 1億 5,040 万円 1億 5,035 万円
浄化槽整備推進事業特別会計 1億 8,978 万円 1億 8,972 万円
竹田市竹田温泉施設花水月特別会計 6,580 万円 6,578 万円

■市有財産の状況（３月末現在見込み）

◇土　地　山　林　　　13,415,319 ㎡
　　　　　その他　　　21,975,745 ㎡
◇建　物　　　　　　　　 220,180 ㎡
◇立　木　　　　　　　　 302,484 ㎥
◇車　両　　　　　　　　　　 176 台
◇基金等　　　　　  7,778,620,033 円

■地方債の状況（３月末現在見込み）

　平成 18年度末地方債残高

　　　241 億 9,474 万円

　地方債とは地方公共団体が、その
施策を進める上で必要となる借入金
です。

■水道事業会計決算見込み
　　　　　　　　　（3月末現在）

 ・収益的収入及び支出（税抜き）
　　　　　　 収入　1億 9,036 万円
　　　　　　 支出　1億 6,726 万円
 ・資本的収入及び支出（税抜き）
　　　　　　 収入　　　　609 万円
　　　　　　 支出　　　6,577 万円
 ・企業債残高　　　3億 6,256 万円
 ・有形固定資産　　14億 1,583 万円
 ・無形固定資産　　　　　　 8万円
 ・業務量
　年度末給水人口　　　8,231 人
　年度末給水戸数　　　3,550 戸
　給水栓数　　　　　　3,735 栓
　年間総配水量　　1,375,340 ㎥
　年間有収水量　　1,038,017 ㎥
　1日平均配水量　　　3,768 ㎥
　1日平均給水量　　　2,844 ㎥
 ・1戸当りの水道料金（税抜き）4,182 円/月
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監
査
公
表

竹
田
市
監
査
委
員

　

本　

田　

耕　

一

　
　
　

同

　

大　

塚　
　
　

廣
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
18
年
11
月
か
ら
平
成
19
年
２
月
ま
で
の

各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
及
び
各
委
員
会

等
の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■

人
権
・
同
和
対
策
課

　

住
宅
貸
付
資
金
の
償
還
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
計
画
的
な
回
収

を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

人
権
啓
発
基
本
計
画
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
、人
権
教
育
・
啓
発
を

踏
ま
え
、関
係
機
関
と
十
分
協
議
し

支
援
体
制
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。  

■

健
康
増
進
課

　

高
齢
者
が
多
く
年
々
高
齢
化
率

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
介
護
予
防

事
業
等
の
推
進
を
図
る
上
か
ら
、

関
係
課
と
連
携
を
密
に
し
、
生
活

の
環
境
変
化
に
適
切
に
対
応
し
て

実
態
に
即
し
た
事
業
の
展
開
を
図

る
よ
う
要
望
す
る
。

■

税
務
課

　

税
務
事
務
の
本
庁
移
行
に
伴
い

関
係
書
類
等
を
支
所
に
分
散
し
て

保
管
し
て
い
る
が
、
今
後
の
管
理

に
つ
い
て
は
定
期
的
に
確
認
す
る

等
万
全
の
体
制
を
図
る
よ
う
要
望

す
る
。

　

市
税
は
主
要
な
財
源
で
あ
り
今

後
と
も
公
平
な
課
税
・
徴
収
に
心

が
け
、
財
源
の
確
保
に
努
め
る
よ

う
要
望
す
る
。

■

福
祉
事
務
所

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
社
会
の

実
態
に
即
し
た
対
応
を
要
望
す
る
。

■

歴
史
資
料
館

　

寄
託
品
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
定
期
的
な
確
認
を
行
う
な
ど
、

徹
底
し
た
管
理
を
図
る
よ
う
要
望

す
る
。

■

都
野
小
学
校
・
都
野
中
学
校

　

施
設
等
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

は
、
定
期
的
に
点
検
・
管
理
を
行

い
、
事
故
等
の
未
然
防
止
に
努
め

る
よ
う
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
管

理
に
つ
い
て
は
、
学
校
ご
と
に
指

導
等
を
実
施
し
て
い
る
が
、
更
に

保
護
者
、
関
係
機
関
と
綿
密
な
連

絡
体
制
を
と
り
、
子
ど
も
の
安
全

の
確
保
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

中
央
公
民
館
・
文
化
会
館

　

高
齢
化
に
伴
い
地
区
公
民
館
活

動
が
、
今
後
各
地
域
に
お
い
て
さ

ら
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
。

各
関
係
機
関
と
連
携
し
積
極
的
な

活
動
・
運
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

■

竹
田
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場 

　

安
全
な
給
食
の
提
供
に
心
が
け
、

細
心
の
注
意
で
事
故
等
を
未
然
に

防
ぎ
、
豊
富
な
地
元
の
食
材
等
を

使
用
し
た
お
い
し
い
給
食
作
り
が

で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

保
険
課

　

老
人
保
健
等
制
度
改
正
に
よ
り

事
業
内
容
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
て

い
る
。
市
民
に
分
か
り
や
す
い
制

度
改
正
の
周
知
・
徹
底
を
図
る
よ

う
要
望
す
る
。

■

商
工
観
光
課

　

広
域
観
光
を
推
進
す
る
た
め
、

既
存
の
自
然
歩
道
等
の
整
備
・
活

用
を
検
討
し
、
各
関
係
団
体
と
連

携
を
密
に
し
て
観
光
振
興
を
図
る

よ
う
要
望
す
る
。

■

企
画
情
報
課

  

電
算
シ
ス
テ
ム
の
運
用
管
理
に

は
十
分
留
意
し
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
、

情
報
の
流
出
等
に
関
し
て
は
万
全

の
対
策
を
図
り
、
情
報
管
理
の
徹

底
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

農
業
委
員
会

　

農
地
の
保
全
・
集
積
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
優
良
農
地
が
守
ら

れ
て
い
る
。
定
住
促
進
や
効
率
的

な
農
地
利
用
を
図
る
上
か
ら
も
、

新
規
就
農
者
の
農
地
保
有
に
つ
い

て
対
応
し
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

■

生
涯
学
習
課

　

施
設
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
関
係
課
と
十
分
に
連
携
を
と

り
総
合
的
に
管
理
が
で
き
る
よ
う

要
望
す
る
。

■

耕
地
課

　

契
約
に
つ
い
て
は
、
通
達
等
も

参
考
に
し
て
処
理
さ
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

■

建
設
課

　

治
水
ダ
ム
の
周
辺
整
備
等
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
地
元
と
十
分
な

協
議
を
重
ね
な
が
ら
推
進
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

　

合
併
浄
化
槽
等
の
普
及
・
推
進

に
よ
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
今

後
と
も
生
活
環
境
の
整
備
に
努
め

る
よ
う
要
望
す
る
。

■

総
務
課

　

庁
内
の
一
般
事
務
処
理
に
つ
い

て
は
、
指
導
や
連
絡
調
整
に
よ
り

ス
ム
ー
ス
な
遂
行
を
要
望
す
る
。

　

高
齢
者
家
庭
の
火
災
に
よ
る
被

害
を
防
ぐ
た
め
、
地
域
住
民
に
呼

び
か
け
防
災
体
制
の
充
実
を
図
る

よ
う
要
望
す
る
。

■

消
防
本
部

　

平
成
19
年
度
か
ら
、
緒
方
・
朝

地
に
つ
い
て
は
管
轄
が
豊
後
大
野

市
と
な
り
、
円
滑
な
移
行
が
行
わ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■

農
林
畜
産
課

　

補
助
事
業
等
に
関
し
て
は
工
期

の
再
確
認
を
行
い
、
確
実
な
執
行

計
画
づ
く
り
に
努
め
る
よ
う
要
望

す
る
。

竹田市立歴史資料館

建設中の稲葉ダム
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ケーブルテレビ特集第4回

ケーブルテレビ事業住民説明会
　５月８日から22日まで、市内19か所
で実施した説明会で、多く寄せられた質問
と市の回答を以下のとおりお知らせいたし
ます。

 

事
業
実
施
に
つ
い
て

問　

人
口
減
少
の
中
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
整
備
が
地
域
活
性
化
に

役
立
つ
の
か
。

答　

高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
行

す
る
中
に
お
い
て
、
告
知
端
末
を

活
用
し
た
自
治
会
内
放
送
、
Ｉ
Ｐ

電
話
の
活
用
、
自
主
放
送
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
よ
る
情
報
の
伝
達
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
見
守
り
機
能

な
ど
は
、
現
在
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
地
域
の
つ
な
が
り
、
連
帯

感
）
の
維
持
に
役
立
つ
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
定
住
促
進
の
観
点
か
ら

も
若
い
世
代
へ
の
配
慮
は
も
と
よ

り
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
等
へ
の
対
応
も

重
要
と
な
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い

る
世
代
は
、
退
職
後
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
を
続
け
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
方
々

が
竹
田
市
に
移
住
を
希
望
す
る
場

合
に
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
は

重
要
な
条
件
と
な
り
ま
す
。

 

財
政
に
つ
い
て

問　

財
政
状
況
は
大
丈
夫
か
。
人

口
減
少
に
よ
る
収
支
へ
の
影
響
は
。

答　

最
初
の
整
備
費
は
公
共
施
設

整
備
計
画
、
中
期
財
政
計
画
に
基

づ
い
て
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
市
全
体
の
財
政
状
況

を
考
慮
し
た
う
え
で
、
過
度
の
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
調
整
し
ま
す
。

　

運
営
経
費
に
つ
い
て
は
事
業
収

入
で
ま
か
な
え
る
よ
う
計
画
を
し

ま
す
。
人
口
減
少
は
避
け
が
た
い

こ
と
か
ら
、
収
支
へ
の
影
響
に
つ

い
て
も
十
分
考
慮
し
た
収
支
計
画

を
立
て
ま
す
。
加
入
促
進
を
図
り

健
全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

 

防
災
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

問　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
で

き
な
い
方
に
も
、防
災
情
報
を
提
供

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
の
有

無
に
関
係
な
く
告
知
端
末
を
全
戸

に
設
置
し
音
声
で
情
報
を
提
供
し

ま
す
。
告
知
端
末
に
お
け
る
市
民

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

市
民
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

問　

市
民
に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の

か
。

答　

テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
、
自
主

放
送
・
文
字
放
送
・
ビ
デ
オ
投
稿

な
ど
に
よ
り
市
内
全
域
の
情
報
や

行
政
防
災
情
報
を
映
像
と
文
字
放

送
に
よ
り
得
る
こ
と
が
で
き
、
難

視
聴
も
解
消
さ
れ
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
電
話
（
光
フ
ァ
イ
バ
回
線

を
使
用
し
た
電
話
）
は
、
加
入
者

間
の
市
内
通
話
料
が
無
料
に
な
り

ま
す
。
告
知
端
末
は
、
自
治
会
単

位
、
学
校
単
位
な
ど
の
グ
ル
ー
プ

放
送
が
で
き
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
超
高
速
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
提
供
し
ま

す
。
将
来
的
に
は
様
々
な
分
野
で

幅
広
い
活
用
が
可
能
と
な
り
ま
す

の
で
メ
リ
ッ
ト
は
多
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

個
人
負
担
に
つ
い
て

問　

加
入
時
の
負
担
額
と
利
用
料

は
い
く
ら
か
。
負
担
が
大
き
く
な

い
か
。

答　

加
入
促
進
期
間
中
の
加
入
に

つ
い
て
は
、
加
入
金
と
引
き
込
み

工
事
費
を
免
除
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
宅
内
工
事
費
は
若
干
の

負
担
が
発
生
し
ま
す
。

　

基
本
利
用
料
は
他
市
の
状
況
も

考
慮
し
、
月
１
、５
０
０
円
を
超
え

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

問　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整

備
は
必
要
か
。

答　

現
代
社
会
は
急
速
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
へ
の
依
存
度
を
深
め
て

お
り
、
経
済
活
動
や
趣
味
の
領
域

を
超
え
、
医
療
福
祉
分
野
に
お
い

て
も
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
欠
か
せ
な
い
手
段
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
環
境
の
整
備
は
必
要
不
可
欠

で
す
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
市
内

利
用
世
帯
は
現
在
約
30
％
で
、
市

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
現
在

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
な

い
方
の
内
、
48
％
の
方
が
「
条
件

が
そ
ろ
え
ば
利
用
し
た
い
」、「
ぜ
ひ

利
用
し
た
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課
情
報
化
推
進
係

　

☎
63‒

４
８
０
１

　

竹
田
市
地
域
情
報
化
推
進
計
画

（
案
）
を
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
本
庁
企
画
情
報
課
、
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

住民説明会の様子

住民説明会の様子
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い
よ
い
よ
鬱う

っ
と
う陶

し
い
雨
期
の

到
来
で
す
。
こ
の
時
期
に
な
る

と
50
年
余
り
前
の
母
と
の
会
話

が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

私｢

毎
日
毎
日
よ
う
降
る
ね
ー｣

母｢

本
当
じ
ゃ
、
よ
う
降
る
よ

　

う
降
る
ち
ゅ
う
と
褒
め
ち
ょ

　

る
か
ち
思
う
ち
降
り
よ
る｣

　

何
気
な
く
交
わ
し
た
こ
の
一

言
が
今
日
ま
で
脳
裏
に
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
ウ
ィ
ッ
ト
に

富
ん
だ
返
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
異
常
気
象
に

竹田市長
　牧　　剛　尓

つ
れ
づ
れ

な
る
ま
ま
に 
つ
れ
づ
れ

な
る
ま
ま
に 

　

テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対
応
や
ア
ン

テ
ナ
交
換
な
ど
を
口
実
に
し
た
詐

欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
身
に
お

ぼ
え
の
な
い
工
事
や
代
金
請
求
に

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
次
の
よ
う
な
手
口
の
詐

欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
よ
う
な
助
成
金
は

存
在
せ
ず
、
手
数
料
支
払
い
を
求

め
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ニ
セ

の
助
成
金
案
内
状
で
す
。

　

テ
レ
ビ
局
な
ど
が
、
こ
の
よ
う

な
支
払
い
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
お
金
を
請
求
す
る
の
は

ニ
セ
者
で
す
。

　

地
デ
ジ
対
応
で
、
総
務
省
や
テ

レ
ビ
局
、
そ
の
関
係
機
関
が
お
金

を
請
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
請
求
を
受
け

た
時
は
、
す
ぐ
に
支
払
わ
ず
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

地
デ
ジ
詐
欺
に
ご
注
意

　

九
州
総
合
通
信
局

　

☎
０
９
６‒

３
２
６‒

７
８
８
２

　

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同

　

参
画
プ
ラ
ザ

　

☎
０
９
７‒

５
３
４‒

０
９
９
９

　

竹
田
警
察
署
生
活
安
全
課

　

☎
63‒

２
１
３
１

　

商
工
観
光
課

　

☎
63‒

４
８
０
７

　

総
務
省
や
テ
レ
ビ
局
の
名
前

が
書
か
れ
た
手
紙
が
届
き
、「
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
切
り
か
え
助

成
金
」
が
支
給
さ
れ
る
の
で
手

数
料
の
支
払
を
す
る
よ
う
書
か

れ
て
い
る
。

　
「
テ
レ
ビ
局
職
員
」「
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
受
信
対
策
員
」

を
名
の
る
人
物
が
自
宅
に
や
っ

て
き
て
、
受
信
工
事
や
テ
レ
ビ

の
調
整
の
代
金
支
払
い
を
求
め

る
。

よ
る
大
災
害
が
起
こ
ら
な
け
れ

ば
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。
前
兆

現
象
の
発
見
、
早
め
の
避
難
に

ど
う
ぞ
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

嬉しいメールをいただきました!!
竹田市内で高校生の挨拶・親切に感動!!
　竹田市観光ツーリズム協会　御中
前略　突然のメールにて失礼致します。
　小生は日本全国への旅行を趣味としている者ですが、この連休中、４月28日夕刻に豊後竹田駅着、夕暮れ
の武家屋敷から岡城址を見物して市内に宿泊。翌朝早くに次の目的地（阿蘇山）に向け出発という経路で竹田
市を訪れたところ、大変感動する経験をしました。市役所か学校にお知らせするような内容なのですが、宛先
がわからないので貴協会に宛てて一報させて頂きます。
　４月 28日土曜日の 18時少し前、宿の場所が分からず本町通りと田町通りの交差点付近で道端に掲示して
あった住宅地図を見ていたところ、「どこまで行くんですか？」 と声を掛けられました。見ると高校生ぐらい
の私服の男の子が立っており、宿までの道を丁寧に教えてくれました。
　その後、宿に荷物を置き、カメラ片手に武家屋敷から岡城址へ向かって歩いていたところ、18時半頃広瀬
神社下のトンネルで、部活帰りでしょうか、竹田高校の方の道から来たジャージ姿、自転車と歩きの女子高
生が４、５人、「こんにちは！」と元気良く挨拶してすれ違って行きました。
　自分は会社勤めの傍ら、余暇を見つけては日本各地への旅行に出かけておりますが、全国各地、地方都市で「こ
ちらから道を訪ねて」親切に教えてもらうこと、小学生ぐらいの子供や年配の方から挨拶の声をかけられること
はさして珍しくないのですが、高校生からごく自然に道案内や挨拶の言葉を聞くのは実に初めての経験でした。
　岡城址の素晴らしさはガイドブックやポスターで見てイメージしていた通りでしたが、竹田市内で聞いた、
彼・彼女らのごく自然な一言は、ハッとするぐらい爽やかに聞こえました。そうそうできることではありません。
　教育問題や少年犯罪についてのニュースが絶えない昨今ですが、いまどき自然に声の出せる高校生がいる
ということ、素晴らしいですね。
　以上、今回の旅の最高の経験のひとつとしてメールをお送りする次第です。　　　　　　千葉県在住　Y
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都　野
小学校

なおいり
保育園

 

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

　

た
く
ま
し
い″
大
船
っ
子
〞を

　

本
年
度
の
全
校
児
童
数
66
人
。

雄
大
な
大
船
山
の
裾
野
に
広
が
る

大
自
然
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
毎

日
元
気
に
登
校
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
と
の

交
流
活
動
に
力
を
注
い
で
き
ま
し

た
。
小
中
交
流
の
取
り
組
み
で
は
、

合
同
運
動
会
や
合
同
研
修
会
、
交

流
授
業
や
六
年
生
の
体
験
入
学
等

９
年
間
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
老
人
保
健
施

設
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
く
じ
ゅ

う
を
訪
問
し
た
り
、
平
和
学
習
や

昔
の
遊
び
集
会
で
は
、福
寿
会
（
老

人
会
）
の
方
に
来
て
い
た
だ
い
た

り
し
て
い
ま
す
。
保
育
園
や
久
住

分
校
と
の
交
流
や
連
携
も
図
り
な

が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
会
の
取
り
組
み
と
し
て
、

毎
月
２
回
ゴ
ミ
拾
い
登
校
を
行

い
、
地
域
の
環
境
美
化
に
も
努
め

て
い
ま
す
。
故
郷
を
知
り
故
郷
に

教
え
ら
れ
な
が
ら
、
た
く
ま
し
い

子
ど
も
た
ち
が
育
つ
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宮
成
敏
明
）

 

情
操
豊
か
で

　

思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
に

　

本
園
は
、
温
泉
と
緑
に
囲
ま

れ
、
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま

す
。「
心
や
さ
し
く
た
く
ま
し
く
、

感
性
豊
か
な
生
き
る
力
を
育
て

る
」を
目
標
に
掲
げ
、四
季
折
々

の
体
験
活
動
や
情
操
教
育
、
自

然
、
食
育
を
生
か
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
体
験
活
動
の

一
環
と
し
て
、
園
内
に
あ
る
″
こ

ど
も
わ
く
わ
く
農
園
〞
に
い
ろ

ん
な
野
菜
を
植
え
、
園
児
が
自

主
的
に
水
や
り
や
草
取
り
を
し
、

収
穫
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
育

て
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

情
操
教
育
で
は
、
人
形
劇
な

ど
プ
ロ
の
舞
台
を
観
賞
し
、
感

受
性
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

幼
児
期
の
子
ど
も
は
、
無
限

の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
心
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
養
護
と
教
育
の
面
か
ら
生

き
る
力
を
育
て
、
保
育
生
活
の

中
で
新
し
い
知
識
や
技
を
心
と

体
い
っ
ぱ
い
に
感
じ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。（
田
原
弘
恵
）

ぼくたち・わたしたちの学び舎ぼくたち・わたしたちの学び舎
 

田
植
え
体
験　

　

５
月
16
日
、
直
入
幼
稚
園
の
園

児
14
名
が
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
が
見
守
る
中
、
久
保
一
喜
さ

ん
（
直
入
町
下
迫
）
の
田
ん
ぼ
で

田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
曇
り
空
で
、
子
ど
も

た
ち
に
は
田
ん
ぼ
の
水
が
冷
た
か

っ
た
よ
う
で
す
が
、「
冷
た
い
け
ど
、

楽
し
い
」「
ぬ
る
っ
と
し
て
、
お
も

し
ろ
い
」
と
、
ど
の
子
ど
も
も
嫌

が
ら
ず
に
田
ん
ぼ
に
入
り
ま
し
た
。

　

４
歳
児
の
中
に
は
、
泥
に
足
を

と
ら
れ
、
尻
も
ち
を
つ
い
て
し
ま

う
子
ど
も
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

終
始
笑
顔
で
初
め
て
の
田
植
え
を

頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
年

長
児
は
昨
年
も
体
験
し
て
い
る
だ

け
あ
っ
て
、
自
分
で
植
え
た
り
、

田
ん
ぼ
の
中
を
上
手
に
歩
い
た
り
、

４
歳
児
が
植
え
き
れ
て
い
な
い
場

所
を
見
つ
け
て
は
、
植
え
足
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

田
植
え
が
終
わ
っ
た
後
は
、温
泉

が
入
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
に
つ

か
り
、
園
児
た
ち
は
心
も
体
も
ホ

ッ
ト
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
熊
谷
恵
津
子
）

 

学
校
給
食
調
理
場
建
設

　

竹
田
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

安
心
、
安
全
な
給
食
を
提
供
す
る

た
め
、
竹
田
市
中
央
学
校
給
食
調

理
場
（
仮
称
）
建
設
を
、
平
成
20

年
４
月
１
日
の
稼
動
に
向
け
て
進

め
て
い
ま
す
。

建
設
場
所　

竹
田
市
飛
田
川

　
（
竹
田
直
入
森
林
組
合
南
側
）

建
設
規
模

　

敷
地
面
積　

約
４
、２
０
０
㎡

　

建
物
面
積　

約
１
、４
３
０
㎡

　
　
　
　
　
　
（
一
部
二
階
建
）

　

床
構
造　
　

ド
ラ
イ
方
式

給
食
規
模　

１
、６
０
０
食

●
お
問
い
合
せ　

教
育
委
員
会
総

　

務
課
施
設
管
理
係

　

☎
63‒

４
８
１
６

お父さんと一緒に

学校給食調理場完成予想図
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㉑

　

荻
町
桑
木
の
井い

の野
士し

富と
み

さ

ん
宅
に
あ
る
モ
ク
レ
ン
（
樹

齢
約
２
０
０
年
、
市
指
定
天

然
記
念
物
）
は
、
大
型
台
風

に
よ
る
被
害
で
樹
木
が
損
傷

し
た
た
め
、
平
成
９
年
７
月

に
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
樹
医
の

指
導
で
庭
師
に
手
入
れ
を
依

頼
。
今
年
で
10
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
や
っ
と
枝
ぶ
り
も

良
く
な
り
、
見
事
な
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

毎
年
３
月
か
ら
４
月
に
か
け

て
、
白
色
の
大
型
の
花
を
咲

か
せ
、
皆
さ
ん
を
喜
ば
せ
て

衛藤大
たいちん

椿・大
たいしゅく

粛父子と山崎のモクレン
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
は
、
江
戸
時
代
の
岡

藩
の
医
学
校
「
博は

く
せ
い
か
ん

済
館
」
の

会
頭
を
務
め
た
医
師
衛
藤
大

椿
・
大
粛
父
子
の
屋
敷
跡
で

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
西
南

の
役
″
殉じ

ゅ
ん
ぎ義
の
人
〞
藤
丸
警

部
を
か
く
ま
っ
た
こ
と
も
記

録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
工
藤
重
光
）

「 」

第21回T
た お

AO .
どっと

　コ
こ ら む

ラムちょっと
　よりみち

　

２
０
０
７
年
１
月
７
日
。
ド
イ

ツ
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
地
か
ら
、

３
年
目
の
Ｔ
Ａ
Ｏ
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー

は
始
ま
っ
た
。
同
一
劇
場
で
長
期
間

公
演
を
行
っ
た
昨
年
と
違
い
、
今

年
は
５
か
月
も
の
期
間
を
か
け
て

大
小
合
わ
せ
て
延
べ
１
０
０
を
超

え
る
街
で
、
公
演
を
行
っ
て
き
た
。

　

総
走
行
距
離
１
７
、０
０
０
㌔
に

及
ん
だ
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
昨
年
感
じ

た
『
冬
の
厚
い
雲
に
覆
わ
れ
た
空
の

下
に
、無
機
質
な
建
物
が
並
ぶ
灰
色

の
国
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く

違
う
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。
中
世
の

香
り
を
色
濃
く
残
し
た
街
に
は
カ

ラ
フ
ル
な
建
物
が
並
び
、
威
風
堂
々

と
古
城
が
そ
び
え
立
つ
。
世
界
的
な

異
常
気
象
も
手
伝
っ
て
、
例
年
よ
り

早
い
新
緑
の
息
吹
が
灰
色
の
国
を

生
き
た
国
へ
と
変
貌
さ
せ
て
い
た
。

　

バ
ス
の
窓
越
し
に
流
れ
る
景
色

す
べ
て
が
新
鮮
で
、
そ
の
目
新
し

い
風
景
が
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
離

れ
な
い
。
そ
し
て
何
よ
り
、
そ
ん

な
５
か
月
間
を
共
に
し
た
戦
友
と

も
呼
ぶ
べ
き
ド
イ
ツ
人
ス
タ
ッ
フ

達
の
笑
顔
が
、
い
つ
も
頭
を
よ
ぎ

る
。
幾
度
と
な
く
ぶ
つ
か
り
な
が

ら
も
多
く
の
問
題
を
解
決
し
、「
よ

り
す
ば
ら
し
い
舞
台
」
と
い
う
一

つ
の
目
的
を
目
指
し
て
手
を
取
り

合
っ
て
き
た
仲
間
達
。
き
っ
と
、

そ
ん
な
景
色
や
彼
ら
の
笑
顔
を
思

い
出
し
て
は
寂
し
く
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
今
は
別
れ
の
寂
し
さ
よ

り
も
、
来
年
ま
た
会
え
る
楽
し
み

を
胸
に
帰
国
し
た
い
。

　
  （

Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー　

原
崎
太
郎
）

　

祖
母
山
山
開
き
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
七
合
目
あ
た
り
か
ら
急
斜

面
と
な
り
、「
こ
ん
な
に
き
つ
か
っ

た
か
な
ぁ
」
と
い
う
疑
問
と
後
悔
。

今
更
引
き
返
す
わ
け
に
も
い
か
ず
、

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
ふ
と
頭
上

に
目
を
や
る
と
、
薄
紫
と
い
う
か

淡
い
ピ
ン
ク
色
の
花
を
つ
け
た
ア

ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
が
。
国
観
峠
ま
で

続
く
群
生
は
、
一
見
の
価
値
あ
り
。

か
な
り
の
よ
り
み
ち
で
す
が
、
疲

れ
を
忘
れ
さ
せ
る
美
し
さ
で
す
。

アケボノツツジ

ちょっと
　よりみち

T
た お

AO .
どっと

　コ
こ ら む

ラム

「ドイツの面影」

山崎のモクレン

　

竹
田
市
中
央
公
民
館
松
本
分
館

の
入
り
口
に
白
い
ア
ザ
ミ
が
咲
い

て
い
ま
す
。（
写
真
で
は
わ
か
り

に
く
い
で
す
が
）

　

こ
れ
は
上
野
善
生
分
館
長
が
、

昨
年
熊
本
県
の
産
山
村
で
購
入
し

育
て
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
20

個
ほ
ど
の
蕾
を
つ
け
て
い
ま
す
。

松
本
分
館
に
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な

ど
多
く
の
花
が
育
て
ら
れ
て
お

り
、
花
を
通
し
た
ふ
れ
あ
い
・
交

流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

珍しい白アザミ



広報たけた 平成19年6月号 12

　国体強化指定校に
選ばれた山岳部は、
男女共に毎年インタ
ーハイで上位に入る
強豪チームです。毎
日限られた時間の中
で大会に向けて頑張っています。リーダーとしてまとめている
のが、男子は麻生貴紀君（3年生）、女子は野仲真理子さん（2
年生）です。男子は「日頃からみんな仲がよく元気がいい。常
にチームワークを意識した行動を心がけています」、女子は「今
年は新入部員が入って 7人になり、とても盛り上がっています」
とそれぞれ紹介してくださいました。山という特殊な環境の中、
重たい荷物をかつぎ、急なアクシデントにも対応できるよう、
常に全体も見通さないといけない。そのような重責の中でも「大
変だけど、達成感は大きいし他では味わえない経験ができます」
と 2人はいいます。
　今年の目標を男子は「まずはインターハイ優勝」、女子は「イ
ンターハイで上位を狙いたい！」と高く掲げている両チーム。
去年以上の成績をあげられるように、チームワークでがんばっ
てくださいね！

競　技　日　程
ソフトボール　2008年9月28日～30日
ラグビー　　2008年10月3日～7日
山　　岳　　2008年10月3日～5日
国体まで
　　あと484日

チャレンジ ! おおいた国体
竹田市実行委員会
TEL （63）4822
FAX （62）3488

e-mail:kokusui@city.taketa.lg.jp
　国体・掲載記事に関するご意
見、お問い合わせは上記まで　

変
わ
る
山
岳
競
技　
〜
Ｑ
＆
Ａ
〜

Ｑ
：
ど
ん
な
競
技
方
法
で
す
か
？

　

道
具
を
使
わ
ず
に
ウ
ォ
ー
ル
（
人

工
の
壁
）
を
登
る
競
技
を
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
と
い
い
、
そ
の
中
に
リ
ー
ド
と

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。

　

リ
ー
ド
は
高
さ
15
㍍
、
幅
４
㍍
の

ウ
ォ
ー
ル
を
登
り
、制
限
時
間
内
に
到

達
し
た
高
さ
を
競
い
ま
す
。
た
だ
し
、

一
度
落
ち
た
ら
競
技
は
終
了
し
ま
す
。

　

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は
、
高
さ
５
㍍
、

幅
６
㍍
の
ウ
ォ
ー
ル
を
登
り
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
終
了
ま
で
落
ち
ず
に

登
れ
ば
「
完
登
」
と
な
り
ポ
イ
ン
ト

を
与
え
ら
れ
ま
す
。
落
ち
て
も
制
限

時
間
内
で
あ
れ
ば
何
度
も
挑
戦
で
き

ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
の
高
さ
で
順
位
を

争
い
ま
す
。

Ｑ
：
国
体
は
ど
こ
が
会
場
で
、
施
設

　

は
い
つ
完
成
す
る
の
で
す
か
？

　

竹
田
高
校
が
会
場
で
す
。
リ
ー
ド

は
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
前
広
場
に
常
設

し
ま
す
。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は
修
道
会

館
内
に
仮
設
し
ま
す
。

　

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は
７
月
中
、
リ
ー

ド
は
11
月
中
に
完
成
予
定
で
す
。
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
完
成
後
、
市
民
を

対
象
に
し
た
体
験
教
室
を
８
月
４
日

㈯
に
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

Ｑ
：
現
在
、
大
分
県
内
に
施
設
は
あ

　

り
ま
す
か
？

　

リ
ー
ド
の
ウ
ォ
ー
ル
は
大
洲
運
動

公
園
と
杵
築
高
校
に
あ
り
ま
す
。
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
の
競
技
施
設
は
、
九
州

で
は
福
岡
市
に
あ
る
だ
け
で
す
。

Ｑ
：
ど
ん
な
大
会
が
あ
り
ま
す
か
？

　

毎
年
種
目
別
の
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

が
行
わ
れ
ま
す
。
20
年
６
月
に
は
リ

ー
ド
の
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
を
竹
田
高

校
で
開
催
し
ま
す
。
そ
の
他
、
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
や
ア
ジ
ア
選
手
権
な
ど

の
国
際
大
会
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
：
応
援
の
仕
方
は
あ
る
の
で
す

　

か
？

　

応
援
す
る
時
は
頑
張
れ
と
い
う
意

味
の
「
ガ
ン
バ
！
」
と
い
う
言
葉
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
「
次
は
右
！
」「
違
う
！
」
と
い
っ

た
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な
言
葉
は
ル

ー
ル
上
、
言
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

頑張れ！未来の国体選手!!
～竹田高校山岳部～

クライミング競技って？
壁面を登る忍者たち

こ
の
イ
ラ
ス
ト
は
リ
ー
ド
競
技
の
も
の
で
す
。

ホールド…壁についている突起物

（絵：漫画家　松田シロさん）

　山を登る縦走競技から人工の壁を登るクライ
ミング競技へ。
　大分国体から山岳競技が大きく変わります。
この種目は筋力だけでなく、知力、柔軟性、バ
ランス、スピード、精神力、といろいろな要素
が求められます。ワールドカップなど海外の大
会で活躍している選手も大分国体に参加します。
トップクライマーたちの熱い戦い、ハイレベル
な争いにぜひ足を運んで見てくださいね。
（写真は岡山県：湯原クライミングセンター）
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〜
九
州
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
〜

 
佐
賀
女
子
高
校　
初
優
勝
!!

　

５
月
12
、
13
日
と
行
わ
れ
た
大
会
は
爽

や
か
な
風
の
中
、
選
手
た
ち
の
熱
い
プ
レ

ー
に
会
場
は
盛

り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
佐
賀
女

子
短
期
大
学
付

属
佐
賀
女
子
高

校
が
大
会
初
優

勝
を
挙
げ
ま
し

た
。

「
監
督
に
初
優
勝
を
…
」

　
　

〜
優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〜

浜は
ま
う
ず渦　

聡
美
主
将

　
「
チ
ー
ム
全
員
が『
勝
ち
た
い
』

と
い
う
気
持
ち
で
集
中
し
て
試

合
が
で
き
た
の
が
勝
因
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
大
会
で
課
題
が

み
つ
か
っ
た
の
で
修
正
し
て
、

監
督
に
高
校
総
体
予
選
２
連
覇

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
で
す
」

久
保
田　

昭
監
督

　
「
竹
田
で
開
催
さ
れ
る
大
会
で

優
勝
す
る
の
は
39
年
間
監
督
を

し
て
き
て
初
め
て
な
の
で
う
れ

し
い
で
す
。
６
月
に
高
校
総
体

予
選
が
始
ま
り
ま
す
が
、
チ
ー

ム
カ
ラ
ー
で
あ
る
機
動
力
を
活

か
し
て
、
本
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
が
目
標
で
す
」

久保田昭監督と浜渦聡美主将

第59回全日本総合女子ソフトボール選手権大会
おもてなし売店コーナー出店者を募集します!!
主な要項は次のとおりです。
1. 大会期間　平成 19年 9月 21日㈮～ 23日㈰
2. 出店場所　竹田市総合運動公園多目的広場　　
　　　　　　竹田市立荻小学校運動場
　　　　　　竹田市直入総合運動公園野球場
3. 対象品目　大会記念品・スポーツ用品・観光土
　　　　　　産品・飲食品・宅配便
4. 出店条件
　①竹田市内に店舗を有して営業している者　　
　　若しくは、実行委員会の構成団体
　②過去の国体において出店実績のある者
　③実行委員会が特に認める者
　　上記のいずれかに該当する者
5. 出 店 料　無料（ただし、テントの設営、撤去は
　出店者が行いテントの確保は実行委員会が行う）
6. 募集期間　平成 19年 6月 29 日㈮まで　
7. 応募方法　下記書類を持参または郵送してくだ
　さい。
　売店出店申請書、売店出店概要書、売店従事者
　名簿等予定表（関係書類は市役所国体推進室、お
　近くの観光協会、商工会、竹田商工会議所に準
　備しています）
8. 応募先及び問い合わせ先
　〒878-8555　竹田市大字会々1650番地
　竹田市国体推進室内　　　　　
　チャレンジ！おおいた国体
　　竹田市実行委員会
　　　　　　電話　63-4822
　　　　　　FAX　62-3488

プレイバック剛健国体
 第3回　麻生　裕美さん
　当時小学校４年生だった麻生さん
がとった一つの行動。心温まる話を
２回に分けてお伝えいたします。

　場所は竹田小学校のグラウンド。山形県の高校生チ
ームがソフトボールの練習をしていました。「格好い
いなあ」と憧れの眼差しで見ていた麻生さんは練習後、
勇気を出してある選手に声をかけました。「お姉さん、
サインをください！」すると選手は快く応じてくれた
そうです。
　大会が終わって、麻生さんは教えてもらった住所
に手紙と写真を送りました。数日後、家には一通の手
紙が。差出人はあの選手からでした。「お手紙ありが
とう。良いグランドで思いきりやることができ、悔い
のないように戦いました。私たちを暖かくむかえてく
れた竹田市民に感謝の気持ちでいっぱいです…」と。  
　その後も手紙や電話、特産品といった交流が続き、
40 年という時を経た今もなお続いています。数年
前には別府市で大分国体以来の再会を果たすことが
できました。
　麻生さんは「思い出すと、ちょっと恥ずかしくな
る話ですが、この選手との交流のおかげでソフトボ
ールを身近に感じるようになりました」と当時を懐
かしく振り返ります。
　一つの行動から生まれた
深いつながり、当時、麻生
さんがあこがれた「お姉さ
ん選手」はどんな人なので
しょうか…。次回へ続きます。
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まちの話題

つめかける多くの観客

荻
神
社「
ゆ
た
て
神
楽
」

　

荻
町
新
藤
に
あ
る
荻
神
社
の
春

の
例
祭
が
、
４
月
26
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。「
ゆ
た
て
神
楽
」は
、熱

く
煮
え
た
ぎ
っ
た
お
湯
を
笹
の
枝

で
振
り
散
ら
す
舞
で
、
こ
の
お
湯

が
か
か
る
と
魔
よ
け
、
疫
病
よ
け
、

長
寿
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

芹
洋
子
コ
ン
サ
ー
ト

　

坊
ガ
ツ
ル
・
タ
デ
原
湿
原
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
を
記
念
し
て
、

名
誉
市
民
で
あ
る
芹
洋
子
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
５
月
13
日
、
竹
田

市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
合
唱
団
や
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
も
ス
テ
ー
ジ
に
の
ぼ
り
、

芹
さ
ん
と
会
場
に
つ
め
か
け
た
観

客
と
と
も
に
「
坊
ガ
ツ
ル
讃
歌
」

や
「
四
季
の
歌
」
等
を
歌
い
ま
し

た
。

シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
フ
ェ
ス
ト

　

ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収

穫
に
感
謝
す
る
第
６
回
長
湯
温
泉

シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
フ
ェ
ス
ト
が
、
５

月
13
日
に
ド
イ
ツ
村
で
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
多
く
の
人
が
訪

れ
、
料
理
や
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
を
楽

し
み
ま
し
た
。

丸々と育ったシュパーゲル

祖
母
山　

山
開
き

　

５
月
３
日
、
竹
田
市
・
豊
後
大

野
市
・
宮
崎
県
高
千
穂
町
に
ま
た

が
る
祖
母
山
の
山
開
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
山
頂

は
登
山
客
で
あ
ふ
れ
、
山
頂
祭
、

安
全
祈
願
の
神
事
の
後
、
記
念
品

の
バ
ン
ダ
ナ
が
配
ら
れ
ま
し
た
。九合目の山小屋

振り散るお湯 会場を盛り上げる芹さん

合唱団と一緒に

舞台挨拶をする大林監督

第
19
回
さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭

　

４
月
28
日
か
ら
29
日
に
か
け

て
、
第
19
回
さ
と
う
よ
し
み
竹

田
童
謡
祭
が
久
住
中
央
公
民
館

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

28
日
の
前
夜
祭
で
は
、フ
ァ
ミ

リ
ー
映
画
上
映
会
と
小
心
ズ
ラ

イ
ブ
、29
日
に
は
、児
童
文
学
者
矢

崎
節
夫
さ
ん
の
講
演
や
佐
藤
義
美

公
園
で
献
花
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
影
絵
や
朗
読

劇
な
ど
に
歓
声
を
あ
げ
、
大
き
な

声
で
童
謡
を
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

小心ズライブ

犬のおまわりさんと記念撮影

「
22
才
の
別
れ
」
先
行
上
映
会

　

５
月
５
日
、竹
田
市
文
化
会

館
で
映
画
「
22
才
の
別
れ
」
の

上
映
会
が
、
全
国
公
開
に
先
駆

け
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
回
の
上

映
会
に
は
、
多
く
の
観
客
が
訪
れ
、

大
林
宣
彦
監
督
や
出
演
者
ら
に
よ

る
舞
台
挨
拶
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

撮
影
は
彼
岸
花
の
咲
く
七
ツ
森

古
墳
（
菅
生
地
区
）
で
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
分
の
豊
か
な
自
然
と
美

し
い
風
景
は
、
監
督
や
出
演
者
、
ス

タ
ッ
フ
も
気
に
入
っ
た
よ
う
で
す
。
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エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
証
交
付
式

　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
、
化
学

肥
料
・
農
薬
使
用
の
低
減
な
ど
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
生
産
を
行
う

農
業
者
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
、
菅
生
地
区
の
レ
タ

ス
生
産
農
家
10
名
と
白
丹
地
区
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
生
産
農
家
１
名
の

11
名
が
認
定
証
を
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

認定証を交付された皆さん完成したカントリーエレベーター縁結び土鈴と幸運白蛇

久
住
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

大
分
み
ど
り
農
業
協
同
組
合
が

久
住
地
区
に
建
設
し
た
米
乾
燥
調

整
貯
蔵
施
設
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
完
成
し
、
４
月
19
日
、

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
収
穫
さ
れ
た
お
米
を

貯
蔵
し
、
必
要
な
時
に
も
み
摺
り

を
し
て
出
荷
で
き
ま
す
。

う
た
ひ
め
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
贈
呈

　

豊
後
大
野
市
清
川
町
に
あ
る
宇

田
姫
神
社
か
ら
竹
田
市
嫗
岳
地
区

に
あ
る
穴
森
神
社
ま
で
の
祖
母
・

傾
山
麓
を
走
る
全
長
38
・
５
㌔
の

ル
ー
ト
を
「
う
た
ひ
め
ロ
ー
ド
」

と
名
づ
け
、
両
市
民
の
手
で
作
成

さ
れ
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
関
連
商

品
が
市
長
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

愛
誠
杯
ナ
イ
タ
ー
陸
上

　

第
16
回
竹
田
市
愛
誠
杯
健
康
ナ

イ
タ
ー
陸
上
競
技
大
会
が
５
月
12

日
、
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

元
緑
ヶ
丘
中
陸
上
部
・
故
倉
原

愛
誠
君
を
偲
ぶ
愛
誠
杯
は
佐
藤
尭

彦
君
（
竹
田
南
部
中
３
年
）
に
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

Ｂ
＆
Ｇ
直
入
カ
ッ
プ
バ
レ
ー

　

４
月
28
日
、
第
14
回
Ｂ
＆
Ｇ
直

入
カ
ッ
プ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、

Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー
と
直

入
中
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

女
子
中
学
生
が
対
象
の
こ
の
大

会
に
12
校
が
参
加
し
、
優
勝
は
湯

布
院
中
、
準
優
勝
は
挾
間
中
、
３

位
は
野
津
原
中
・
庄
内
中
で
し
た
。強烈なスパイク

椎
茸
品
評
会

　

４
月
25
日
か
ら
27

日
に
か
け
て
、
各
地

域
で
椎
茸
品
評
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
部
の
入
賞
者（
最
優
秀
賞
）は

次
の
方
た
ち
で
す
。

竹
田
地
域

冬
菇
の
部　
　
　

堀　

恭
博

　

〃　　
　
　
　

小
手
川　

敏
明

香
菇
の
部　
　
　

小
手
川　

敏
明

香
信
の
部　
　
　

副
田　

祐
利

夕暮れの中を走る選手品評会の様子

憧れの選手と一緒に

荻
地
域

冬
菇
の
部　
　
　

佐
藤　

和
代

　

〃　　
　
　
　

吉
良　

一
喜

香
菇
の
部　
　
　

佐
藤　

和
代

久
住
地
域

冬
菇
の
部　
　
　

加
藤　

美
恵
子

香
菇
の
部　
　
　

加
藤　

誠

香
信
の
部　
　
　

加
藤　

至
誠

直
入
地
域

冬
菇
の
部　
　
　

田
北　

公
昭

香
菇
の
部　
　
　

佐
藤　

重
信

香
信
の
部　
　
　

甲
斐　

昭
次

ト
リ
ニ
ー
タ
後
援
会　
竹
田
支
部

　

４
月
25
日
、
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ

後
援
会
竹
田
支
部
の
発
会
式
が
竹

田
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
坂
本
休
後
援
会
長
と
高

橋
・
池
田
両
選
手
も
駆
け
つ
け
、

支
部
長
に
吉
良
喜
久
男
さ
ん
（
竹

田
・
名
子
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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＋

竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

昨年の住民健診の様子

保健だより
 

平
成
20
年
４
月
か
ら

 

健
康
診
査
が
変
わ
り
ま
す

　

医
療
費
が
年
々
増
え
続
け
て
い

る
の
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
医
療
費
の
多
く

を
占
め
る
の
は
、
心
臓
病
や
脳
卒

中
と
い
っ
た
循
環
器
病
、
糖
尿
病

及
び
そ
の
合
併
症
で
あ
る
腎
臓
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
で
す
。
こ
の

生
活
習
慣
病
は
進
行
す
る
ま
で
自

覚
症
状
が
現
れ
に
く
く
、
放
置
さ

れ
が
ち
で
、
そ
の
結
果
、
完
治
が

難
し
く
な
っ
た
り
、
合
併
症
が
現

れ
た
り
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
よ
り
効
果
的
に
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的

に
新
し
い
健
康
診
査
制
度
が
平
成

20
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

 

医
療
保
険
者
が
実
施
主
体
に

　

こ
れ
ま
で
の
健
康
診
査
（
以
下

健
診
）
は
市
町
村
が
行
う
住
民
健

診
（
基
本
健
診
）
や
事
業
主
が
行

う
職
場
健
診
な
ど
様
々
な
方
法
が

と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
は
、
医
療

保
険
者（
健
康
保
険
組
合
、政
府
管

掌
健
康
保
険
、共
済
組
合
、市
町
村

国
民
健
康
保
険
な
ど
）
が
、
40
〜

74
歳
の
加
入
者
を
対
象
に
特
定
健

診
・
保
健
指
導
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
対
象
者
は
、
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
者
が
指
定
す
る
健

診
機
関
等
で
健
診
・
保
健
指
導
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
各
医
療
保
険

　

者
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
で
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。

　

竹
田
市
で
は
、
国
民
健
康
保 

　
険
者
と
し
て
国
民
健
康
保
険
加

　
入
者
を
対
象
に
健
診
を
行
う
よ

　
う
に
な
り
ま
す
。

　

健
診
で
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
型
症
候
群
）

を
見
つ
け
る
た
め
に
、
新
し
く
次

の
検
査
項
目
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

●
腹
囲
測
定

●
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ

　

ー
ル
検
査

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
該
当
者
・
予
備
群
を
健
診
で
い

ち
早
く
見
つ
け
、
生
活
習
慣
改
善

の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
専
門
家

（
医
師
、保
健
師
、管
理
栄
養
士
等
）

か
ら
受
け
て
い
た
だ
き
、
健
康
づ

く
り
に
役
立
て
て
も
ら
う
と
い
う

も
の
で
す
。

メタボリックシンドロームの進行の仕方

食べ過ぎ、飲み過ぎ、運動不足、喫煙など

内臓のまわりに脂肪がたまる
腹囲 : 男性 85㎝、女性 90㎝以上

血清脂質

中性脂肪
150 ㎎ /dl 以上
または
HDLコレステロール
40㎎ /dl 未満

血　圧

最高血圧
130 ㎜ Hg 以上
または
最低血圧
85㎜ Hg以上

血糖値

空腹時
110 ㎎ /dl 以上

メタボリックシンドローム

動脈硬化を促進

心臓病　　　脳卒中
その他の動脈硬化性疾患

平成19年度  歯の衛生週間　

　　　　　　●実施期間
　　　　　　　６月４日～ 10 日
　　　　　　●標　　語
　　　　　　　「ずっとずっと
　　　　　　 　　 いっしょがいいな
　　　　　　　　　　　　　　自分の歯」
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「
春
夏
秋
冬

　
　

日
夜
を
分
か
た
ず

　
　
　
　

わ
れ
ら
は
守
る
」

　

平
成
15
年
に
小
児
科
開
設
の

告
知
ポ
ス
タ
ー
に
書
か
れ
て
い

た
言
葉
で
す
。

　

昭
和
43
年
、
竹
田
医
師
会
病

院
は
地
域
住
民
の
健
康
管
理
の

拠
点
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

以
後
39
年
に
わ
た
り
、
ま
さ
に

日
夜
を
分
か
た
ず
、
地
域
の
皆

様
の
健
康
を
守
る
べ
く
活
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
こ
そ

が
我
々
病
院
職
員
の
誇
り
で
あ

り
、
そ
れ
は
今
も
、
こ
れ
か
ら

も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
学
病
院

か
ら
の
内
科
医
師
派
遣
中
止
に

と
も
な
い
、
今
ま
で
通
り
の
診

療
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
医

師
派
遣
中
止
の
背
景
に
つ
い
て

は
、
先
月
の
こ
の
欄
に
書
か
れ

て
い
ま
す
の
で
詳
細
は
省
略
し

ま
す
が
、
高
齢
者
の
多
い
こ
の

地
域
に
お
い
て
内
科
医
師
の
減

少
は
致
命
的
で
あ
り
、
救
急
は

お
ろ
か
、
病
院
の
存
続
さ
え
危

惧
さ
れ
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
医
師
会
病
院
は
、
地
域

健
康
管
理
の
拠
点
で
あ
る
と
同

時
に
、
こ
の
地
域
有
数
の
事
業

所（
雇
用
の
場
）で
も
あ
り
ま
す
。

現
在
の
職
員
数
は
、
約
１
６
０

名
。
彼
ら
も
ま
た
、
こ
の
地
域

で
生
活
す
る
竹
田
市
民
に
ほ
か

な
ら
な
い
の
で
す
。
病
院
は
、

地
域
の
皆
様
の
健
康
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
生
活
そ
の
も
の
も

支
え
て
お
り
、
竹
田
市
の
貴
重

な
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
医
師
会
病
院
は
、
救

急
・
時
間
外
の
診
療
の
休
止
を

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

病
院
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
最

優
先
と
考
え
た
結
果
で
あ
り
、

我
々
に
と
っ
て
も
苦
渋
の
決
断

で
あ
り
ま
し
た
。
市
や
県
の
協

力
を
得
つ
つ
、
一
日
も
早
く
救

急
体
制
が
整
う
よ
う
努
力
い
た

し
ま
す
。
皆
様
に
は
多
大
な
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

　
　
　
　
　

外
科　

橋
本　

剛
）

苦
渋
の
決
断　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
27
〉

負担限度額認定証 ( 表 )負担限度額認定証 ( 裏 )

　

今
月
は
、介
護
保
険
に
係
る
「
負

担
限
度
額
認
定
証
」
に
つ
い
て
、

ご
説
明
し
ま
す
。

 

負
担
限
度
額
認
定
証
と
は

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
介

護
保
険
施
設
を
利
用
し
た
と
き
の

食
費
・
居
住
費
は
原
則
と
し
て
自

己
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
世
帯
全
員
が
市
民
税

非
課
税
の
方
や
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
（
介
護
保
険
料
段
階
の

第
１
〜
３
段
階
の
方
）
に
つ
い

て
は
、
申
請
に
よ
り
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
負
担
限
度
額
認
定
証
は
、
こ

れ
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

 

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

○
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老

　

人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施

　

設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
）

　

の
入
所
者
の
食
費
、
居
住
費
。

○
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所

　

生
活
介
護
、
短
期
入
所
療
養
介

　

護
）
の
利
用
者
の
食
費
、
滞
在

　

費
。

 

交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、

 

申
請
が
必
要
で
す

　

施
設
入
所
者
お
よ
び
一
定
の
利

用
実
績
が
あ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

利
用
者
で
、
軽
減
対
象
に
該
当
す

る
方
は
、
保
険
課
介
護
保
険
係
ま

た
は
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
申

請
を
す
る
こ
と
で
、
負
担
限
度
額

認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

 

認
定
証
の
有
効
期
限

　

認
定
は
、
申
請
書
の
提
出
が
行

わ
れ
た
日
（
申
請
日
）
に
お
い
て

申
請
者
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

及
び
世
帯
員
の
課
税
状
況
に
よ
り

行
わ
れ
ま
す
。

　

有
効
期
限
は
、
申
請
日
の
属
す

る
月
の
初
日
か
ら
平
成
20
年
６
月

30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
負
担
限
度
額
認
定
証
を

お
持
ち
の
方
で
、
引
き
続
き
軽
減

対
象
に
該
当
す
る
方
は
、
早
め
の

申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
６
月
末
現
在
で
施
設
入
所
中
の

　

方
に
つ
い
て
は
、
施
設
を
通
じ

　

て
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
相
談
員
等
に
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

 

認
定
証
の
返
却
が
必
要
な
場
合

○
市
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
方

　

が
家
族
に
加
わ
っ
た
場
合

○
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

　

場
合

　

そ
の
ま
ま
負
担
限
度
額
認
定
証

を
お
使
い
に
な
る
と
、
後
で
差
額

を
お
返
し
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
（
該
当
月
の
初
日
に
お
け
る
世

帯
の
課
税
状
況
で
判
断
さ
れ
ま
す
）

●
お
問
い
合
せ

　

保
険
課　

介
護
保
険
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
３
２
・
１
３
８
）
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みんなの
　　ひろば

 

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム　

竹
田

 

み
ん
な
で
つ
な
ご
う
九
州
の
環

　

４
月
21
日
、「
中
九
州
横
断
道

in

路
」
早
期
完
成
を
願
う
女
性
の
会

が
主
催
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
み
ん

な
で
つ
な
ご
う
九
州
の
環
」
が
、

久
住
中
央
公
民
館
サ
ン
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
国
土
交
通

省
宮
田
道
路
局
長
の
講
演
や
、
熊

本
、
宮
崎
県
の
女
性
団
体
と
の
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
九
州
の
女
性

が
手
を
結
び
、
中
九
州
・
東
九
州

の
早
期
道
路
整
備
と
九
州
全
域
の

活
性
化
を
す
す
め
る
大
会
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
採
択
し
ま
し
た
。

″
看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に
〞

 　

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

　

看
護
の
日
（
５
月
12
日
）
を
記

念
し
て
、ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
（
一

日
看
護
師
）
が
、
５
月
10
日
、
竹

田
市
内
の
４
つ
の
病
院
・
介
護
老

人
保
健
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
看
護
体
験
は
、
竹
田
保
健

多くの人が駆けつけました

所
が
看
護
に
つ
い
て
の
関
心
を
高

め
、
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
看

護
職
員
等
の
就
業
を
促
進
し
、
活

気
あ
る
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
３
年
度
か

ら
毎
年
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
竹

田
市
内
の
４
つ
の
高
校
か
ら
34
名

の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

野
菜
を
配
っ
て
交
通
安
全
運
動

　

竹
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、５

月
15
日
、
大
分
県
豊
肥
振
興
局
前

で
交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
は
、
年
１
回
、
毎
年
５

月
に
菅
生
の
野
菜
農
家
卯
野
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
こ
の
運
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
ラ
イ

オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
方
や
竹
田
警
察

署
か
ら
４
名
の
署
員
も
駆
け
つ
け
、

会
員
と
と
も
に
、
信
号
待
ち
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
野
菜
を
配
り
な
が
ら
、

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

別れを惜しむおばあちゃんと

ゆっくり安全運転で

　

広
報
た
け
た
に
連
載
中
の
４

コ
マ
漫
画
「
プ
ク
サ
ン
」
が
編

纂
さ
れ
た
「
プ
ク
サ
ン　

第
８

集
」
が
発
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

作
者
で
あ
る
福
田
光
明
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
第
８
集
に
つ
い
て

　

本
当
は
第
７
集
ま
で
で
終
わ

り
の
予
定
だ
っ
た
が
、
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
る
読

者
か
ら
の
要
望
が
多
く
、
発
刊

す
る
こ
と
に
。

　

月
に
２
回
発
行
し
て
い
る「
プ

ク
サ
ン
通
信
」
も
、
約
30
人
の

全
国
の
読
者
に
送
付
し
て
い
る
。

○″
プ
ク
サ
ン
〞
と
は

　

中
身
は
自
分
自
身
。
お
年
寄

り
や
子
ど
も
、
女
性
な
ど
弱
者

の
味
方
。
外
見
に
つ
い
て
は
実

は
モ
デ
ル
が
い
る
。
教
員
時
代

の
先
輩
の
大
久
保
宏
さ
ん
（
竹

田
・
三
砂
に
在
住
）。

○
漫
画
と
は

　

生
き
が
い
で
あ
り
、
人
と
交

流
す
る
手
段
の
一
つ
。
教
員
と
い

う
仕
事
も
顔
も
堅
い
が
（
笑
）、

み
ん
な
気
軽
に
話
し
か
け
て
く

れ
る
。

○
４
コ
マ
と
は

　

１
コ
マ
で
は
表
現
し
き
れ
な

い
し
、
絵
が
複
雑
に
な
る
。
８

コ
マ
で
は
多
す
ぎ
る
。
や
は
り

″
起
承
転
結
〞
の
４
コ
マ
が
表

現
し
や
す
い
。

○
今
後
に
つ
い
て

　

読
者
か
ら
の
反
応
を
楽
し
み

に
、
手
が
動
か
な
く
な
る
ま
で

描
き
続
け
た
い
。″
プ
ク
サ
ン
〞

は
不
滅
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
田
光
明　
☎
63-

３
３
０
９

　

企
画
情
報
課

　
　
　
　
　

☎
63-

４
８
０
１

●
第
８
集
の
お
求
め

　

三
和
薬
局　
☎
63-

２
５
７
７

　

得
丸
新
聞
販
売
店

　
　
　
　
　

☎
62-

２
２
４
３

　

朝
日
印
刷　
☎
63-

３
０
１
６

　

後
藤
豆
腐
店

　
　
　
　
　

☎
68-

２
９
０
４

　

志
賀
静
哉　
☎
76-

０
２
７
６

　

古
荘
房
登　
☎
75-

２
３
３
２

福
ふくだ

田　光
みつあき

明さん（68）
　（竹田・茶屋の辻）

プ
ク
サ
ン　
第
８
集　
発
刊



図書館
から

6月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❹

19 2007年 6月発行

編

後

記

編

集

後

記

竹田市立図書館
TEL・FAX 63-1048

荻図書室（荻みらい館内）
TEL 68-2200 ・FAX 68-2057

久住図書室
TEL 76-0717・FAX 76-0724

直入図書室
TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
・ワシントンのうた 庄野 潤三
・黄泉に誘う風を追え    結城 光流
・四文字の殺意    夏樹 静子
・小説家の庭    丸山 健二
・キッチン・ルール～台所の法則～    小林 カツ代
・グラビアの夜    林 真理子
・人間自身～考えることを終りなく～ 池田 晶子
〔子どもの本〕
・月へのぼったケンタロウくん    柳 美里
・れいぞうこのなつやすみ    村上 しいこ
・めだかのぼうけん    渡辺 昌和
・地球動物記    岩合 光昭
・くっついた    三浦 太郎

ほか、125 冊購入しました。
竹田市立図書館の休館
日は、4日㈪・
11日㈪・18日㈪・
22日㈮・25日㈪
です。

「おはなし広場」
日時 6 月 13 日㈬

10：30～
場所 荻みらい館

「司書おすすめの1冊」

「ダナエ」
  藤原伊織 文藝春秋
「テロリストのパラソル」で江
戸川乱歩賞・直木賞をW受賞し
たエンターテイメント作家が急
逝してしまいました。彼の作品
はどれも味わい深いものばかり
です。心揺さぶられる最新作品
集をぜひ読んでみてください !!

「口を大きくあけて！」～歯の学校はこちらです～
ローリー・ケラー/作 木坂涼/訳 講談社
６月４日から「歯の衛生週間」です。なぜ、

歯をみがかないとい
けないの？とかふし
ぎにおもうことがあ
るでしょう！この本で
歯について楽しくか
いけつしてみない！

  「おはなしルーム」
日時 6 月 6日㈬

13：20～ 14：00
場所 竹田幼稚園

竹田市の人口
( 平成 19 年 4月 30日現在 )

( 前 月 比 )
人 口 26,925人 (＋ 9人 )
男性 12,568人 (＋ 8人 )
女性 14,357人 (＋ 1人 )
世帯数 10,702世帯 (＋47世帯 )

住民基本台帳登録人数

今月の新刊のご案内

最
近
特
に
体
力
の
衰
え
を
感

じ
ま
す
。
白
髪
も
増
え
て
き
た

し
（
涙
）
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
…
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
顔
を
出
し
過
ぎ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
◇
皆
さ
ん
、
４
月
18

日
に
雪
が
降
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
か
？
そ
れ
に
比
べ
、
５
月

は
暑
か
っ
た
で
す
ね
。
な
ぜ
か
こ

の
季
節
に
す
で
に
日
焼
け
で
真
っ

黒
で
す
。
◇
世
界
的
に
も
異
常
気

象
が
続
き
、
地
球
が
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。″
天

災
〞
な
の
か
、そ
れ
と
も
″
人
災
〞

な
の
か
。
◇
そ
ろ
そ
ろ
雨
の
季
節

″
梅
雨
〞
で
す
。
竹
田
市
で
は
、

こ
れ
ま
で
大
雨
に
よ
る
災
害
が
多

く
起
き
て
い
ま
す
。
今
年
は
災
害

が
起
こ
ら
ず
、「
安
心
・
安
全
な

ま
ち
」
で
あ
る
よ
う
祈
り
ま
す
。

（
井
出
）
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た

郷土の植物

第27回

　

山
地
の
や
や
乾
い
た
林り

ん
え
ん縁
や

道
沿
い
の
傾
斜
地
に
生
育
す
る

高
さ
20
㌢
ほ
ど
の
全
体
に
毛
が

あ
る
多
年
草
で
す
。
花
の
後
に

は
、
径
２
㍉
ほ
ど
の
茎
を
長
く

伸
ば
し
て
新
し
い
株
を
つ
く
り

ま
す
。

　

互ご

生せ
い

で
全ぜ

ん
え
ん縁
の
葉
は
細
い
倒と

う

披ひ

針し
ん
け
い形

で
、
大
き
い
も
の
で
長

さ
５
㌢
、
幅
が
２
㌢
ほ
ど
で
す
。

毛
の
あ
る
葉
は
両
面
に
小
さ
な

丸
い
突
起
物
が
散
在
し
、
手
で

触さ
わ

る
と
ザ
ラ
つ
き
ま
す
。

　

晩
春
の
頃
、
茎
の
先
に
数
個

の
青
紫
色
の
径
15
㍉
ほ
ど
の
５

裂
す
る
合
弁
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

花
弁
の
基
部
に
は
、
白
い
隆り

ゅ
う
き起

す
る
筋す

じ

が
１
本
あ
っ
て
目
立
ち
、

特
徴
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

花
の
色
を
蛍
の
光
に
見
立
て
、

茎
が
ツ
ル
に
な
る
の
で
蛍

ほ
た
る
か
ず
ら

蔓
の

名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
里
山
の
田
ん
ぼ
の

縁ふ
ち

の
草
地
や
林
の
縁ふ

ち

な
ど
で
た

ま
に
観
察
さ
れ
ま
す
が
、
あ
ま

り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
大
分
県
の

絶ぜ
つ
め
つ滅
危き

ぐ惧
種し

ゅ

で
す
。
み
だ
り
に

採
集
し
な
い
で
大
切
に
見
守
り

た
い
も
の
で
す
。

　

花
期
は
４
月
か
ら
５
月
で
す
。

阿孫　久見

ホタルカズラ（ムラサキ科）

　

　　

平成18年6月生まれ　

　

　

　

　

　

平
成
19
年
７
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

広報たけた

6 も く じ

救
急
医
療
体
制
が
変
わ
り
ま
す

み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害
／
竹
田
市
の
財
政
状
況
／
監

査
公
表
／
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
／
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

ま
ち
の
話
題
／
第
19
回
さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
・「
22
才
の
別
れ
」

先
行
上
映
会
・
芹
洋
子
コ
ン
サ
ー
ト
・
愛
誠
杯
ナ
イ
タ
ー
陸
上　

「緑　陰」
青葉の陰に浸る梅雨。
雨の景色が美しい、龍
吟池を撮影。
写真・デザイン /竹蔵
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「
田
能
村
竹
田
生
誕
記
念
の
日
」

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

６
月
10
日
㈰　

10
時
30
分
〜

　

※
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
み
の
場
合
は
入
場

　

券
が
必
要
。

「
学
者
・
田
能
村
竹
田
と
文
人
画
」

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

第
９
回
虹
の
会
・
き
つ
つ
き
の
会

版
画
交
流
展

　

６
月
10
日
㈰
ま
で

　

熊
本
市
の
虹
の
会
と
竹
田
市
の
き
つ
つ
き
の

会
の
版
画
交
流
展
で
、
各
会
員
作
製
の
版
画
を

展
示
。

　

６
月
３
日
㈰
に
は
、
14
時
か
ら
早
川
和
さ
ん

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
久
住
・
万
作
の
会
」
写
真
作
品
展

　

６
月
12
日
㈫
午
後
〜
24
日
㈰

　
「
久
住
・
万
作
の
会
」
の
会
員
が
撮
影
し
た
、

阿
蘇
、
久
住
を
中
心
に
し
た
風
景
写
真
約
40
点

を
展
示
。

平
成
19
年
度 

奥
豊
後
ち
ょ
っ
と
見
歴
史
展

　

６
月
28
日
㈭
〜

　

竹
田
の
石
造
物
を

写
真
や
解
説
パ
ネ
ル

等
で
展
示
。

 

第
55
回　

く
じ
ゅ
う
山
開
き

前
夜
祭

　

日
時　

６
月
２
日
㈯

 

・
追
悼
慰
霊
祭　

19
時
〜

　

場
所　

長
者
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー（
九
重
町
）

 

・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー　

20
時
〜

　

場
所　

コ
ン
セ
ル
リ
ン
ク
（
九
重
町
）

山
頂
祭

　

日
時　

６
月
３
日
㈰　

10
時
〜

　

場
所　

久
住
山　

山
頂

 

・
安
全
祈
願　

10
時
〜

 

・
記
念
ペ
ナ
ン
ト
配
布　

10
時
30
分
〜

●
お
問
い
合
せ

　

久
住
総
合
支
所
商
工
観
光
課

　

☎
76‒
１
１
１
７

　

久
住
高
原
観
光
協
会　

☎
76‒

１
６
１
０

 

第
３
回
源
泉
か
け
流
し

 

全
国
温
泉
サ
ミ
ッ
ト
in
長
湯

湯
巡
り
・
前
夜
祭

　

日
時　

６
月
13
日
㈬　

13
時　

受
付

　

場
所　

㈱
長
湯
歴
史
温
泉
伝
承
館

　
　
　
　
「
万
象
の
湯
」
ル
カ
ス
ホ
ー
ル

サ
ミ
ッ
ト

　

日
時　

６
月
14
日
㈭　

９
時　

受
付

　

場
所　

直
入
中
央
公
民
館

●
お
問
い
合
せ

　

直
入
観
光
協
会　

☎
75‒

３
１
１
１

 

大
分
県
子
ど
も
舞
台
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

３
び
き
の
コ
ブ
タ　

R
E
T
U
R
N
S

　

劇
団
道
化
の
「
３
び
き
の
コ
ブ
タ
」
は
小
さ

い
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
一
緒
に
観
て
い
た

だ
け
る
楽
し
い
お
芝
居
で
す
。

　

生
の
舞
台
と
出
会
い
、
親
子
で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
17
日
㈰　

10
時
30
分　

開
演

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　

５
０
０
円
（
３
歳
以
下
は
無
料
）

●
お
問
い
合
せ

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
63‒

４
８
１
７

　

大
分
県
子
ど
も
舞
台
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

実
行
委
員
会

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
０
３
８

 

第
17
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル　

オ
ル
ガ
ン
フ
ェ  

　

ス
テ
ィ
バ
ル　

イ
ン　

ジ
ャ
パ
ン
２
０
０
７

日
時　

６
月
23
日
㈯　

13
時
30
分　

開
場

場
所　

カ
ト
リ
ッ
ク
大
分
教
会

　
　
　
（
海
星
幼
稚
園
隣
﹇
大
分
市
﹈）

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
公
演
事
務
局

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

０
５
２
２

 

第
４
回
豊
廣
会
歌
謡
歌
祭
り
中
止

　

平
成
19
年
度
音
楽
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
の
７

月
１
日
開
催
「
第
４
回
豊
廣
会
歌
謡
歌
祭
り
」

は
、
諸
事
情
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
21
日
㈭
ま
で

　

展
示
作
品
と
著
書
か
ら
、由
学
館
の
頭
取
並
・

詩
文
会
頭
を
歴
任
し
た
田
能
村
竹
田
の
文
人
・

画
人
・
学
者
の
顔
を
紹
介
。

「
ふ
る
さ
と
の
文
人
画
家

　

佐
久
間
竹
浦
と
都
甲
九
峯
」

　

６
月
22
日
㈮
か
ら

　

竹
田
町
で
活
躍
し
た
佐
久
間
竹
浦
と
、
久
住

町
で
活
躍
し
た
都
甲
九
峯
の
作
品
を
紹
介
。
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生
活
情
報

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
活
用

　

訪
問
販
売
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
か
ら
言
葉
巧
み

に
商
品
を
勧
め
ら
れ
、
つ
い
契
約
し
て
し
ま
っ

た
が
、
後
で
考
え
る
と
不
要
だ
っ
た
と
い
う
経

験
を
も
つ
方
が
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
契
約
し
た
日
か
ら
８
日

以
内
に
解
約
の
通
知
を
す
れ
ば
、
そ
の
契
約
を

解
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
一
般
に

「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
と
言
い
ま
す
。
支
払

い
済
み
の
金
額
は
全
額
返
金
さ
れ
、
損
害
賠
償

金
や
違
約
金
等
は
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
受
け
取
っ
て
い
る
商
品
は
販
売
業
者
の

負
担
で
引
き
と
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
適
用
条
件

１ 　

訪
問
販
売
で
あ
る
こ
と

２ 　

指
定
商
品
で
あ
る
こ
と

３ 　

契
約
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
る
こ
と

※
販
売
目
的
を
告
げ
ず
に
営
業
所
に
呼
び
出
し

　

た
り
、
公
民
館
等
に
集
め
て
行
う
販
売
等
は

　

訪
問
販
売
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

※
契
約
書
等
が
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
時
、
交
付

　

さ
れ
た
契
約
書
等
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

　

こ
と
が
書
か
れ
て
な
か
っ
た
時
は
、
８
日
以

　

降
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
指
定
商
品
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
で
も
、
販

　

売
店
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
認
め
て
い
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。
契
約
書
等
は
よ
く
読
み

　

ま
し
ょ
う
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い
場
合

・
乗
用
自
動
車
の
契
約

・
消
耗
品
（
化
粧
品
等
、
法
令
で
定
め
ら
れ
た

　

も
の
）
で
消
費
、
使
用
し
た
部
分

・
現
金
取
引
で
そ
の
総
額
が
３
、０
０
０
円
未

　

満
の
場
合

・
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
（
８
日
）
を
経
過

　

し
た
場
合

※
適
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
消
費
生

　

活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法 

　

必
ず
証
拠
の
残
る
「
簡
易
書
留
の
ハ
ガ
キ
」

か
「
内
容
証
明
郵
便
」
等
の
書
面
で
通
知
し
ま

し
ょ
う
。
コ
ピ
ー
も
と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
信
販
会
社
の
確
認
の
電
話
を
受
け
て
い
る
場

　

合
は
、信
販
会
社
に
も
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

  

案　

内

平
成
19
年　
商
業
統
計
調
査

　

６
月
１
日
、
商
業
統
計
が
一
斉
に
行
わ
れ
ま

す
。
全
国
の
商
業
事
業
所
が
す
べ
て
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

国
や
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
お
け
る
流
通
産

業
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
調
査

の
項
目
は
、
事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
、
経
営

組
織
、
年
間
商
品
販
売
額
等
で
す
。
お
答
え
い

た
だ
い
た
内
容
を
統
計
以
外
の
目
的
に
使
う
こ

と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

　

企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

☎
63‒

４
８
０
１

財
団
法
人
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
研
修

　

竹
田
研
究
所
で
は
、
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
㈶
電
源
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
が
企
画
す
る
研
修
に
市
民
の
皆
様
を
派
遣

し
ま
す
。
あ
な
た
も
研
修
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

開
催
予
定

７
月　

農
山
漁
村
で
活
躍
す
る
女
性
達
〜
起
業

　

と
法
人
化
を
学
ぶ
〜
、
地
場
中
小
企
業
の
活

　

性
化
対
策
を
学
ぶ

８
月　

〜
自
然
に
優
し
い
環
境
づ
く
り
〜｢

脱

　

温
暖
化
社
会｣

と｢

循
環
型
社
会｣

の
構
築

　

を
目
指
し
て
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

　

地
域
づ
く
り
を
学
ぶ

９
月　

中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
を
学
ぶ

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
研
究
所

　

☎
63‒

０
５
８
５

　

㈶
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

　

http://w
w
w
.dengen.or.jp/

  

福　

祉

虹
色
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

竹
田
市
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
を
預
か
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

と
楽
し
い
夏
休
み
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、「
虹
色
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」を
実
施
し
ま
す
。

　

参
加
者
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

  

参
加
者
募
集

対
象　

養
護
学
校
、
特
別
支
援
学
級
に
在
籍

　

し
て
い
る
児
童
、
生
徒

日
時　

７
月
28
日
㈯

　
　
　

７
月
30
日
㈪
〜 

８
月
３
日
㈮

　
　
　

８
月
６
日
㈪
〜
10
日
㈮

　
　
　

８
月
19
日
㈰
〜
24
日
㈮

　
　
　

８
月
27
日
㈪
〜
31
日
㈮

場
所　

豊
後
大
野
市
大
野
町
矢
田
１
６
３
４

　
（
旧
南
部
小
学
校
・
旧
南
部
幼
稚
園
）

　

※
７
月
31
日
㈫
は
竹
田
養
護
学
校

参
加
費　

１
人
１
日　

５
０
０
円

　
（
そ
の
都
度
徴
収
し
ま
す
）

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
い
ろ
ん
な
遊

び
を
し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。
高
校
生
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
虹
色
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
校
す
る

に
あ
た
っ
て
、
事
前
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
限　

６
月
20
日
㈬

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

福
祉
事
務
所　

　
　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
１
５
６
）

　

荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
　

☎
68‒

２
２
１
１
（
内
線
１
３
５
）

　

久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
　

☎
76‒

１
１
１
１
（
内
線
１
８
３
）

　

直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
　

☎
75‒

２
２
１
１
（
内
線
１
３
０
）

6
月
の
お
し
ら
せ

6
月
の
お
し
ら
せ
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環
境
衛
生

１
２
１
万
人
夏
の
夜
の
大
作
戦

　

―

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト―

　

大
分
県
は
、
ご
み
ゼ
ロ
お
お
い
た
作
戦
の
一

環
と
し
て
、
６
月
22
日
㈮
夏
至
の
日
に
、
20
時

か
ら
22
時
ま
で
の
２
時
間
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

ろ
う
そ
く
な
ど
最
小
限
の
灯
り
で
過
ご
し
た

り
、
使
わ
な
い
電
化
製
品
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜

い
た
り
と
、
簡
単
な
方
法
で
自
由
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

  http://w
w
w
.pref.oita.jp/13010/gom

i0/

  

保
健
衛
生

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
ご
協
力
を
！

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
、
一
般
の
世
帯
を

対
象
に
国
民
生
活
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
国
民
の
保
健
、
医
療
、
福

祉
、
年
金
、
所
得
等
の
状
況
を
総
合
的
に
把
握

す
る
も
の
で
、
今
後
の
政
策
立
案
の
た
め
の
基

礎
資
料
を
得
る
大
変
重
要
な
調
査
で
す
。

　

本
年
は
、
全
国
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た

27
万
世
帯
の
方
々
を
対
象
に
、
６
月
か
ら
７
月

に
か
け
て
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
保
健
所
総
務
企
画
課

　

☎
63
─２
１
８
７

  

農　

業

水
田
転
作
作
物
の
助
成
金

　

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
各
集
落
で
開
催
し

た
営
農
座
談
会
の
際
に
未
定
で
し
た
「
新
需
給

シ
ス
テ
ム
定
着
交
付
金
」
の
地
域
振
興
作
物
が

次
の
４
品
目
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

助
成
要
件
や
交
付
単
価
等
、
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

地
域
振
興
作
物　

ト
マ
ト
、
ハ
ウ
ス
ほ
う
れ
ん

　

そ
う
、
大
豆
、
飼
料
作
物
（
青
刈
ソ
ル
ガ
ム
・

　

ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス
）

●
お
問
い
合
せ　

農
林
畜
産
課　

転
作
担
当

　

☎
63
─４
８
０
５

　

各
総
合
支
所
産
業
課　

転
作
担
当

　

☎
68
─２
２
１
５
（
荻
）

　

☎
76
─１
１
１
６
（
久
住
）

　

☎
75
─２
２
１
５
（
直
入
）

  
年　

金

支
払（
振
込
）通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

支
払
（
振
込
）
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）
は
、
年

１
回
毎
年
６
月
に
、
翌
年
４
月
ま
で
の
各
支
払

い
予
定
日
の
支
払
額
を
記
載
し
て
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
年
金
額
の
改
定
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、改
定
通
知
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
支
払
（
振
込
）
通
知
書
は
原
則
と
し

て
年
１
回
し
か
お
送
り
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７
─５
５
２
─１
２
１
１

  

募　

集

「
空
き
家
情
報
」を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　

竹
田
市
は
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」
制
度
を
創

設
し
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
広
く
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
と
は
、
竹
田
市
内
に
お

け
る
空
き
家
の
有
効
活
用
を
通
し
て
、
都
市
等

住
民
の
定
住
を
促
進
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
施
策
で
す
。

　

団
塊
世
代
の
皆
さ
ん
が
退
職
す
る
時
期
を
迎

え
、
Ｉ
・
Ｊ
・
Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。売
買
又
は
賃
貸
可
能
な「
空
き
家
」

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
連
絡
先

　

企
画
情
報
課　

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

☎
63‒

４
８
０
１

高
年
齢
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

　

社
団
法
人
大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
で
は
、
高
年
齢
者
の
就
業
問
題
解
決
の

た
め
に
、
次
の
と
お
り
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
（
２
級
課
程
）
を
実
施
し
ま
す
。

場
所　

エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
（
豊
後
大
野
市
）

期
間　

７
月
25
日
㈬
〜
10
月
10
日
㈬
の
間
に
25

　

日
間
実
施

対
象
者　

募
集
定
員
15
名
（
多
数
の
場
合
は
抽

　

選
）、
平
成
19
年
７
月
25
日
現
在
、
58
歳
以

　

上
67
歳
ま
で
の
方
で
、
研
修
終
了
後
、
介
護

　

業
務
に
就
職
（
業
）
可
能
な
方

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
竹
田
支
部
を
含
む
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後

　

大
野
等
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、
最
寄
り
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　

ン
タ
ー
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

６
月
１
日
㈮
〜
７
月
10
日
㈮

●
お
問
い
合
せ　

　

㈳
大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

☎
０
９
７
─５
４
０
─６
３
１
３

　

㈳
豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
４
─22
─７
８
７
７



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77‒2067、斉藤義昭：☎ 75‒2692、太田正一：☎ 68‒2480）

1 ㈮ ・全国ごみ不法投棄監視ウィーク（5月 30日～ 6月 5日）・電波利用保護旬間（～ 10日）
・禁煙週間（5月 31日～ 6月 6日）・水道週間（～ 7日）・がけ崩れ防災週間（～ 7日）・人権擁護委員の日　・景観の日　・気象記念日

2 ㈯ ・第 55回くじゅう山開き前夜祭 19:00 ～（長者原ビジターセンター）
・円形分水と古代米田植え祭り（九重野地区）・南河内ほたる祭り（南河内地区）

3 ㈰ ・第 55回くじゅう山開き山頂祭 10:00 ～　・円形分水と古代米田植え祭り（九重野地区）
・測量の日　・危険物安全週間（～ 9日）

4 ㈪ ・荻の里温泉館・陽目の里「名水茶屋」休館日
・歯の衛生週間（～ 10日）

5 ㈫ ・海洋環境保全推進週間（～ 11日）
・環境の日

6 ㈬ ・おはなしルーム 13:20 ～（竹田幼稚園）

7 ㈭ ・竹田温泉 ｢花水月 ｣休館日

8 ㈮ ・竹田市青少年育成市民会議総会 15：00～（竹田市総合社会福祉センター）

9 ㈯ ・童謡の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館）
・竹田市歩こう会「岩瀬塩付農免道路」8:30（竹田温泉 ｢花水月 ｣前集合）(※ 1）

10㈰ ・第 24回直入地域自治会対抗ソフトボール大会 8:30 ～（直入総合運動公園ほか）・「田能村竹田生誕記念の日」ギャラリートーク＆竹田田楽パー
ティー 10:30 ～（歴史資料館・竹田荘公園）・荻の里温泉ほたる祭り　・愛染堂菖蒲まつり

11㈪ ・荻の里温泉館・陽目の里「名水茶屋」休館日

12㈫ ・子牛市場（豊後豊肥家畜市場）

13㈬ ・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）・ブックスタート 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）・第 3回源泉かけながし全国温泉サミット前夜祭 13:00 ～（「万
象の湯」）・精神保健家族教室 13:00 ～ 16:00（精神保健福祉センター研修室〔大分市〕）・子牛市場（豊後豊肥家畜市場）・竹田市中学校体育連盟球技剣道大会

14㈭ ・第3回源泉かけながし全国温泉サミット9:00～（直入中央公民館）・子牛市場（豊後豊肥家畜市場）・竹田保育所「世代間交流事業」9:30～11:00　（南
山荘）・竹田市中学校体育連盟球技剣道大会・竹田温泉 ｢花水月 ｣休館日

15㈮ ・青少年の日

竹田市のこよみ6月
2007年



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62‒2501）　
※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080‒5274‒3359）

16㈯ ・第 10回久住高原の唄日本一大会 8:00 受付（久住中央公民館）・第 40回竹田市荻町女子バレーボール大会 9:00 ～（荻中央公民館ほか）
・絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館）・明治地区ホタル観賞会 19:30 ～（明治多目的集会所）

17㈰ ・舞台劇「３びきのコブタ　RETURNS」10:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）・第 10回久住高原の唄日本一大会 8:30 受付（久住中央公民館）
・第 35回竹田市荻町男子バレーボール大会 9:00 ～（荻中央公民館ほか）・ふれあい田植え（倉木地区）・家庭の日

18㈪ ・荻の里温泉館・陽目の里「名水茶屋」休館日

19㈫ ・食育の日

20㈬ ・行政相談 10:00 ～ 15:00（直入総合支所）・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）
・「ダメ。ゼッタイ。」普及運動（～ 7月 19日）・温泉療養文化館「御前湯」休館日

21㈭ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所１階厚生室）
・竹田温泉 ｢花水月 ｣休館日

22㈮ ・なかよし幼稚園 9:00 ～ 11:00（竹田市中央公民館体育センター）

23㈯ ・男女共同参画週間（～ 29日）

24㈰ ・105 回忌瀧廉太郎追悼祭・追悼演奏会（瀧廉太郎記念館）

25㈪ ・荻の里温泉館・陽目の里「名水茶屋」休館日
・ハンセン病を正しく理解する週間（～ 7月 1日）

26㈫ ・竹田市中学校体育連盟陸上大会

27㈬
28㈭ ・竹田温泉 ｢花水月 ｣休館日

29㈮
30㈯ ・城原神社大祓（城原八幡社）

月　間
その他

※ 7月 2日㈪市県民税 (前納・1期 ) の納期限です。　・7月 8日㈰水土里の道・歩きたくなる道 500 選久住町大会
※ 5月中旬から 10月下旬頃まで整備のため久住総合運動公園野球コート及びソフトコートは使用できません。
・情報通信月間（6月 15日まで）・特区、地域再生、規制改革　・民間開放等の集中受付月間　・食育月間　・男女雇用機会均等月間　・外国人
労働者問題啓発月間　・農薬危害防止運動月間　・まちづくり月間　・土砂災害防止月間　・環境月間



たけたん情報 平成19年6月号 ❻

   
お　

礼

能
登
半
島
地
震
に
伴
う
義
援
金

　

平
成
19
年
３
月
25
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

沖
を
震
源
と
す
る
震
度
６
強
の
地
震
に
よ
り
被

害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
竹

田
市
で
は
４
月
９
日
か
ら
５
月
９
日
ま
で
本

庁
・
各
総
合
支
所
と
地
区
公
民
館
・
中
央
公
民

館
及
び
各
地
区
分
館
で
義
援
金
の
受
付
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

お
か
げ
を
持
ち
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら

総
額
９
３
、９
４
１
円
の
義
援
金
を
い
た
だ
き
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
に
送
金
し
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  

試　

験

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）

受
験
資
格　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
歴

　

は
問
い
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　

６
月
26
日
㈫
〜
７
月
３
日
㈫

　

通
信
日
付
印
有
効

第
１
次
試
験
日　

９
月
９
日
㈰

試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

●
お
問
い
合
せ

　

人
事
院　

九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２‒

４
３
１‒

７
７
３
３

　

熊
本
国
税
局　

人
事
第
二
課

　

☎
０
９
６‒

３
５
４‒

６
１
７
１

　

竹
田
税
務
署　

総
務
課

　

☎
63‒

３
１
４
１

平
成
19
年
度
県
職
員
採
用
選
考

受
付
〆
切　

６
月
14
日
㈭

第
１
次
試
験
日　

６
月
24
日
㈰

採
用
職
種　

職
業
訓
練
指
導
員
（
機
械
系
（
機

　

械
又
は
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
））、
研
究
員
（
化

　

学
・
材
料
化
学
）、
研
究
員
（
材
料
工
学
）

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
総
務
部
人
事
課

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

２
３
０
５

　

http://pref.oita.jp

大
分
県
調
理
師
試
験

受
付
期
間　

６
月
18
日
㈪
〜
22
日
㈮

試
験
期
日　

８
月
21
日
㈫

試
験
会
場　

別
府
大
学

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
保
健
所

　

☎
63‒

２
１
８
７

　
http://pref.oita.jp

  
募　

集

竹
田
市
生
涯
学
習
推
進
計
画

策
定
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

審
議
会
の
名
称
、
目
的
等

　

生
涯
学
習
社
会
の
振
興
と
総
合
的
な
生
涯
学

習
を
推
進
す
る
施
策
の
指
針
と
し
て
、「
竹
田

市
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
策

定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

 

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上
の
方
（
平

　

成
19
年
４
月
１
日
現
在
）・
本
市
の
他
の
審

　

議
会
等
の
委
員
と
な
っ
て
い
な
い
方
・
行
政

　

機
関
職
員
並
び
に
市
議
会
議
員
で
な
い
方

募
集
人
数　

２
人
（
男
女
各
１
人
）

選
任
の
時
期
及
び
任
期

　

選
任　

平
成
19
年
７
月

　

任
期　

平
成
20
年
３
月
ま
で

申
込
方
法

　

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
込
書
（
用

紙
、
様
式
は
自
由
）
を
生
涯
学
習
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

 

・
審
議
会
の
名
称
・
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、

　

性
別
、
生
年
月
日
・
現
在
の
職
業
・
応
募
の

　

理
由
（
動
機
、
抱
負
等
）・
自
己
ア
ピ
ー
ル

　

や
活
動
経
験
等

申
込
期
限　

７
月
２
日
㈪
必
着

選
考
方
法　

選
考
は
、
申
込
書
に
よ
る
書
類
選

　

考
と
し
ま
す
。
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
合
否

　

に
か
か
わ
ら
ず
通
知
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

生
涯
学
習
課

　

☎
63‒

４
８
１
７　

担
当　

吉
野

  

相　

談

ご
存
知
で
す
か　

行
政
相
談
委
員

　

行
政
相
談
委
員
は
、
法
律
に
基
づ
き
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
無
報
酬
で
国
等
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
意
見
を
住

民
か
ら
受
け
、
問
題
解
決
の
促
進
を
図
る
住
民

と
行
政
の
パ
イ
プ
役
で
す
。
相
談
は
無
料
、
相

談
内
容
等
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

竹
田
市
担
当
行
政
相
談
員

　

渡
辺
義
照　

斉
藤
義
昭　

太
田
正
一

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
総
務
係　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
１
１
・
２
１
２
）

　

大
分
行
政
評
価
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

３
７
１
５

  
狩　

猟

平
成
19
年
度
初
心
者
狩
猟
講
習
会

　

狩
猟
免
許
取
得
希
望
の
方
は
必
ず
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

網
猟
・
わ
な
猟
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７
月
20
日
㈮　

10
時
〜
17
時

第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟

　

７
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰　

10
時
〜
17
時

場
所　

大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市
下
郡
）

受
講
内
容　

法
令
、
狩
猟
鳥
獣
の
判
別
、
猟
具  

　

の
取
扱
、
実
技

受
講
料　

７
、０
０
０
円
又
は
９
、０
０
０
円

受
付
期
間　

７
月
２
日
㈪
〜
12
日
㈭

●
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

　

農
林
畜
産
課
林
業
振
興
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
６
９
）

  

労　

働

全
国
安
全
週
間
説
明
会

　

平
成
19
年
度
全
国
安
全
週
間
が
、
６
月
を
準

備
期
間
、
７
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を
本
週
間

と
し
て
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

豊
後
大
野
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
実
施
要

綱
や
関
係
法
令
等
の
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月
13
日
㈬　

14
時
〜
16
時

場
所　

豊
後
大
野
市
三
重
町
内
田
８
８
１

　

エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の　

小
ホ
ー
ル

● 

お
問
い
合
せ　

　

豊
後
大
野
労
働
基
準
監
督
署
第
一
課

　

☎
０
９
７
４‒

22‒

０
１
５
３

  

求　

人

◇
製
材
工
１
人
年
齢
不
問
11
・
３
〜
17
・
９
万

（
久
）
◇
配
管
工
見
習
１
人
18
〜
40
才
12
・
５

〜
20
万
（
久
）
◇
農
作
業
員
２
人
年
齢
不
問

16
万
（
久
）
◇
作
業
員
１
人
25
〜
35
才
17
・
６

〜
26
・
４
万
（
竹
）
◇
10
㌧
運
転
手
１
人
24

〜
30
万
（
竹
）
◇
厨
房
係
３
人
50
才
以
下
14

〜
20
万
（
直
）
◇
４
㌧
運
転
手
１
人
25
〜
45

才
18
〜
23
万
（
荻
）
◇
接
客
係
１
人
20
〜
55
才

11
万
（
荻
）
◇
レ
ス
ト
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
２
人
年

齢
不
問
11
〜
15
万
（
直
）
◇
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ

フ
２
人
18
〜
35
才
15
万
（
竹
）
◇
美
容
師
２
人

20
〜
35
才
15
〜
20
万
（
竹
）
◇
営
業
１
人
45
才

以
下
15
〜
25
万
（
久
）
◇
山
林
作
業
員
３
人

18
〜
55
才
15
万
（
竹
）
◇
受
付
１
人
18
〜
40
才

11
・
７
万
（
竹
）
◇
事
務
１
人
18
〜
25
才
14
〜

15
・
３
万
（
久
）
◇
リ
ハ
ビ
リ
助
手
２
人
18
〜

30
才
11
・
４
〜
13
・
２
万
（
竹
）
◇
管
理
栄
養

士
１
人
25
〜
45
才
16
・
５
〜
18
・
５
万
（
竹
）

◇
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
１
人
18
〜
40
才
14
・
３
〜

17
・
４
万
（
直
）
◇
作
業
療
法
士
１
人
年
齢
不

問
25
・
５
〜
37
・
３
万
（
久
）
◇
准
看
護
師
２

人
年
齢
不
問
17
・
１
〜
23
・
９
万
（
久
）
◇
歯

科
衛
生
士
１
人
18
〜
40
才
15
〜
18
万
（
久
）
◇

正
・
准
看
護
師
２
人
年
齢
不
問
16
・
１
〜
18
・

４
万
（
竹
）
◇
幼
稚
園
教
諭
１
人
60
才
以
下

12
・
４
万
（
竹
）
◇
土
木
技
術
士
３
人
20
〜
40

才
22
〜
33
万
（
竹
）
◇
建
築
技
術
者
２
人
40
才

以
下
16
〜
33
万

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

　

は
久
住
地
域
、（
直
）
は
直
入
地
域
で
の
求

　

人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
職
業
相
談
室　

☎
63‒

１
１
０
１

  

地
域
づ
く
り

竹
田
市
旧
町
地
域
元
気
づ
く
り
支
援

事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　

竹
田
市
で
は
、
合
併
前
の
旧
３
町
地
域
（
荻

･

久
住･

直
入
）
内
の
住
民
が
行
う
活
力
維
持
や

活
性
化
に
向
け
た
持
続
可
能
な
事
業
に
対
し
、

必
要
経
費
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業　

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
た
創
意

　

工
夫
の
あ
る
ソ
フ
ト
事
業
。
具
体
的
に
は
、

　

伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
を
目
指
し
た
地
域
活

　

動
な
ど
活
力
維
持
や
活
性
化
に
向
け
た
事
業
。

事
業
対
象
者　

各
地
域
に
お
け
る
自
治
会
、
公

　

共
的
団
体
等

補
助
率　

予
算
の
範
囲
内
で
次
の
通
り
で
す
。

①
そ
の
事
業
効
果
が
地
域
内
の
一
部
に
限
定
さ

　

れ
る
事
業　

１
／
２
以
内

②
地
域
全
体
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
認
め
る
事

　

業　

３
／
４
以
内

③
公
共
性
が
特
に
高
い
と
認
め
る
事
業
及
び
地

　

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
長
が
特
に
必

　

要
と
認
め
る
事
業　

10
／
10
以
内

●
お
問
い
合
せ　

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
68‒

２
２
１
１
（
荻
）

　

☎
76‒

１
１
１
２
（
久
住
）

　

☎
75‒

２
２
１
１
（
直
入
）

大
分
県
地
域
活
性
化
総
合
補
助
金

制
度
説
明
及
び
意
見
交
換
会
開
催

　

次
頁
に
掲
載
し
た
大
分
県
「
地
域
活
性
化
補

助
金
」
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

直
入
地
域　

６
月
６
日
㈬　

14
時

　

場
所　

直
入
総
合
支
所
大
会
議
室

久
住
地
域　

６
月
７
日
㈭　

14
時

　

場
所　

久
住
総
合
支
所
３
階
Ｉ
Ｔ
研
修
室

竹
田
地
域　

６
月
８
日
㈮　

14
時

　

場
所　

竹
田
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

※
荻
地
域
で
は
、
平
成
19
年
度
に
お
い
て
地
域

　

全
体
で
包
括
で
き
る
事
業
計
画
を
立
案
中
で

　

す
。
事
業
計
画
が
で
き
た
時
点
で
説
明
会
を

　

開
催
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
地
域
振

　

興
部
地
域
振
興
班

　

☎
63‒

１
２
９
１　

℻
63‒
１
８
９
４



たけたん情報 平成19年6月号 ❽

大分県地域活性化総合補助金について
大分県では、地域活性化に向けたさまざまな活動を支援するため、各種団体等を対象とする補助制度を用意して
います。

区　　　分 活性化チャレンジ枠 地域活動支援枠 旧町村部活力創造枠 旧町村部緊急支援枠

趣　　　旨

地域資源等を活用した地
域活性化に向けて、地域
の様々な主体がチャレン
ジする調査研究や試行等
に対する支援。

地域の様々な主体が行う
地域活性化に向けた取り
組みを支援。

旧町村部の活性化に資す
る持続可能な取り組みに
対する支援。

旧町村部住民の抱える不
安・懸念等の解消やコ
ミュニティの維持、地域
活力向上に向けた取り組
みに対してきめ細かに支
援。

対 象 地 域 県内全域
→竹田市内全域

県内全域
→竹田市内全域

※旧町村部（限定）
→旧 3町地域

旧町村部（限定）
→旧 3町地域

補　助　率 2/3 以内

1/2 以内
（市町村を通じた間接補
助の場合は 1/3 以内で、
市町村の補助金額以内）

原則 2/3
（特認 3/4）

3/4 以内
H20 以降の補助率は
以下のとおり　

H20-2/3､ H21-1/2

補助限度額 100 万円 原則 1,000 万円 5,000 万円 原則 100 万円

事 業 主 体 個人、各種団体、法人　
※市町村は対象外

個人、各種団体、法人、
市町村

個人、各種団体、法人、
市

各種団体　等　
※個人、市は対象外

対 象 事 業

地域活性化に向けた次の
いずれかの取り組みにあ
たり、あらかじめ行われ
る調査研究や試行等
①地域資源の活用や地域
　の課題解決につながる
　コミュニティビジネス
　及び一次産業の振興に
　つながるビジネス展開
②ＩＴやバイオテクノロ
　ジー等の先端技術革新
③地域通貨による地域の
　課題解決やコミュニティ
　の醸成
④その他、チャレンジ精
　神を持って行われる事
　業で、振興局長が認め
　るもの

地域活性化につながる次
のいずれかの取り組みで
振興局長が認めるもの
①地域資源の活用や地域
　の課題解決につながる
　コミュニティビジネス
　及び一次産業の振興に
　つながるビジネス展開
②一次産業、商工業、観
　光業等産業の振興につ
　ながる取り組み
③地域間交流、人材育成、
　文化振興、イベント開
　催等地域活性化につな
　がる取り組み
④その他、特に住民福祉
　の向上や地域活性化に
　つながる事業で、振興
　局長が認めるもの

旧町村部の活性化につな
がる持続可能な次のいず
れかの取り組み
①地域活動の活性化
②農林水産業等産業の振
　興
③伝統文化の保存継承　
④新市が行う旧町村部の
　活性化

市町村合併に伴う旧町村
部住民の不安等の解消や
コミュニティの維持、地
域活力の向上等に資する
ことを目的とする次のい
ずれかの取り組み
①地域に根ざしたイベン
　ト等の開催（各種祭り、
　スポーツ大会等）
②地域活性化のための活
　動（草刈り等美化活動、
　道路等の維持補修活動
　等）
③伝統芸能、地域文化活
　動
④その他、旧町村部の諸
　課題の解決等に資する
　事業で、振興局長が認
　めるもの

採 択 方 法
振興局において審査・決
定

振興局において審査・決
定

県支援計画を知事が採択
（単年度補助金交付決定
は振興局長）

振興局において審査・決
定

備　　　考 平成 21年度終了 平成 21年度終了

※旧町村部：市町村合併後、市役所の本庁舎が置かれていない旧町村地域
●お問い合せ　大分県豊肥振興局　地域振興部　地域振興班
　　　　　　　☎ 0974-63-1291　FAX0974-63-1894




